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他家相績法概観

外岡茂十郎

第一章　緒　論

1．自家相績卜他家相績

家督相績ガ開始シタ場合二於テ、前戸主ノ後ヲ承ケテ其ノ家

ノ戸主ト爲ルベキ者ハ、先ヅ之ヲ前戸主ト家ヲ同ジクスノレ家族

中カラ求ムベキモノトシタノハ（民九七〇條九八二條九八四條

九八五條）、家督相績法二於ケル家族制度的立法ノ當然ノ結果デ

ハアツタ。然シ、民法ハ叉纏面二於テ、家ノ縫績ヲ確保セントス

ル家族制度的ナ考へ方カラシテ、家ガ相績人ナキ爲メ絶家ト爲

ラヌコトヲ期センガ爲メニ、前戸主ノ家二在ラザル者ト錐モ、

筒ホ家督相績人トシテ指定叉ハ選定セラレ得ベシト爲シテ居ル

（民九七九條九八五條七四三條1）。從ツテ、現行法上家督相績人

ノ指定ハ、被指定者ガ婚姻、養子縁組、親族入籍等二依ツテ仙

家ノ，戸主又ハ家族ト爲ルモ、之ガ爲メ當然其ノ敷力ヲ失ン限リ

デモナイ套軽隻蒙偏呈難肇鞭醒暴轄羅露灘叢醗

嬉覇箋巷賛葦i姦例）、叉被指定者ハ家督相績入指定ノ取沿ヲ侯タズ



2 他家相績法概槻

昌其ノ儘他家二入り叉ハ分家ヲ爲スモ固ヨリ妨ゲナキ所デアル

（購蕪暴隷呈罪鰹翫殊㍉民法一分家ノ戸主又塚族ガ

本家ヲ相績スルコトアルベキヲ豫想シテ、幾多ノ規定ヲ設ケテ

居ル（民七三一條七四四條1七五三條七六二條∬九八五條1）。從

ツテ、戸籍法第百十五條ノ如キモ、慮居ヲ爲サントスル者ト家

督相績人タルベ：キ者トガ家ヲ異ニシ、随ツテ其ノ本籍ヲ異ニス

ル場合アルベキコトヲ豫想シテ、隠居ノ屈書ニハ必ズヤ隠居ヲ

爲サントスル者ノ本籍ノ外、家督相績人タルベキ者ノ本籍ヲモ

記載セシメテ居ル。叉同様二、家督相綾人二指定サレタ者ガ相

績開始前二死亡シタ場合二關スル戸籍法第百三十六條ノ屈出ノ

如キモ、指定者タル戸主ト被指定者トガ家ヲ異ニスル揚合アル

ベキコトヲ豫想シテ、指定者ノ戸籍二於ケル指定ノ記載ヲ抹滑

スルコトヲ得セシムルガ爲メノ規定二他ナラナイ。蓋シ指定者

ト被指定者トガ家ヲ同ジクスル場合ニハ、同條ノ屈出ヲ要セズ

輩二岡法第百十六條以下ノ死亡届ノミニ依ツテ指定二關スル戸

籍ノ記載ヲ抹溝シ得ルモ（戸、施行細則一九條∬）、其ノ家ヲ異ニ

スル場合ニハ、死亡屈アルモ之昌基イテ、指定者ノ戸籍昌於ケ

ル指定二關スル記載ヲ抹潰スルコトヲ得ナイカラデアル（葦辛青

言蕪昌暴蕃薦濤蟹購嚢肇識

斯クシテ、現行民法上家督相績昌ハ自家相綾ト他家相績（本

家相績ヲ含ム）トノニ種ガアリ得ル。帥チ自家相績ハ同一ノ家

籍關係昌在ル者ノ問二於ケル相績デアルニ反シ、他家相績ハ家
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籍關係ヲ異ニスル者ノ問二於ケル相績デアノン。而シテ、爾者ノ

問昌於ケル此ノ家籍關係ノ相違ハ、ヤガテ、自家相績ト他家相

績トヲ岡一ノ相績原理ヲ以テ律スルコトヲ得ザラシムルモノデ

アルニモ拘ハラズ、相績法ハ他家相綾二關シテ何等特別ノ考慮

ヲ沸フコトナク、只僅カニ、親族篇中二「家族ハ戸主ノ同意ア

ルトキハ他家ヲ相綾スルコトヲ得但未成年者ハ観樺ヲ行フ父若

クハ母又ハ後見入ノ周意ヲ得ルコトヲ要ス」トノ唯一ヅ規定（民

七四三條1）ヲ存セシメタノミデアツタ。從ツテ他家相績昌關

シテハ、理論上二於テモ、實際上二於テモ、現行法上極メテ難

解ノ問題ガ生ジ得ルニモ拘ハラズ、少クトモ、私ノ知ル範園晶

於テハ、著書二於テモ論文晶於テモ、此ノ問題ヲ取扱フニ極メ

テ粗デアツタ。僅カニ滲考二供スベ：キ資料トシテ今日二存スル

モノハ、島田鐵吉氏ノ研究（明治三十九年明治學報九十九號、

昭和二年二月法曹會雑誌）ト中島玉吉氏ノ制例批評（昭和三年

三月法學論叢）トヲ基ゲ得ルニ過ギナィ。本稿ノ目的ハ、此ノ

殿二關スル資料ノ欠歓ヲ補ハンガ爲メニ、判例ヲ主材トシテ、

判例昌現ハレタ若クハ之ト關聯シタ他家相績昌關スル論黙ヲ摘

示シテ、之二資料トシテノ配列ヲ試ミルニ在ル。從ツテ他家相

績二關スル判例ヲ蒐集シテ、之二批評ヲ加フルガ如キハ固ヨリ

本稿ノ目的トスル所デハナイ。唯々・裁判所ガ他家相績ノ各種ノ

具膿的事件ヲ庭理スルニ當ツテ、構成セラレタ理論ト、此ノ理

論二依ツテ導カレタ法律的敷果トヲ概観シタ上デ、民法其他ノ



4 他家相績法概襯
法律ノ規定ト封比シテ、時二私見ヲ挿入シタ部分ガ在ルニ過ギ

ナイ。ソレニモ拘ハラズ、本稿ガ特二判例ヲ主材ト爲シタコト

ハ、之昌依ツテ、他家相績法ヲ通ジテ、裁判所ガ我國傳統ノ家

族制度二封スル肚會思想ノ推移憂遷ヲ、如何二理解シテ、之ヲ

法規ト如何二調和セシメ得タカト云7コトヲ、時代ヲ背景トシ

テ、窺ヒ得ル便宜ガアッタカラデアル。而シテ裁判所ノ貴イ努

カニ依ツテ得ラレタ此ノ「判例」コソ、ヤガテ次ノ時代ノ法律ノ

援ルベキ道ヲ準備シ、屠示スル有力ナ資料デナクテハナラナイ。

皿、他家相績ノ意義

民法第九百八十六條ノ規定スル原則二依レバ、家督相績入ハ

相綾開始ノ時ヨリ當然被相績人ノ有セシ権利義務ヲ承縫シテ、

被相績人ノ家ノ戸主ト爲ノレモノデアノレ。從ツテ、家督相績開始

ノ當時相綾人ナク其後歎ケ月ヲ維過シテ相績人ガアルニ至ツタ

場合デアツテモ、其ノ者ハ相績開始ノ當時二遡ツテ當然被相績

人ノ家ノ戸主ト爲ノレモノデアラウ。而シテ其ノ戸主ト爲ル敷果

ハ詞條ノ原則二囚ッテ當然二生ズルモノデアッテ、相績人ガ何

等ヵノ特別ノ意思表示ヲ爲シタコトニ因ノレモノデハナイ。從ツ

テ、相績開始後家督相績入ノ爲ス輩純若クハ限定ノ承認行爲（民

一〇一七條以下）ハ、戸主ト爲ルガ爲メニ爲ス相績入ノ行爲デ

ハナクシテ、相績人ノ意思二關セズ法律上當然二戸主ト爲ツタ

コトニ封スル救濟ノ爲メノ相績人ノ行爲デアル。又被相績人ノ

爲ス相績人指定ノ行爲（民九七九條以下）ハ、相績開始ノ時二
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自己ノ権利義務ヲ相績人二移轄セシムルガ爲メニ爲ス被相績人

ノ行爲デハナクシテ、法律ノ規定スル相績ノ敷果ヲ享受スベキ

者ヲ定メンガ爲メノ被相績人ノ行爲デアル。

然レドモ、家督相績入二指定叉ハ選定サレタ者ガ被相績入ノ

家二在ラザル者デアルトキハ、假令家督相績ガ開始スルモ、其

ノ者ガ自家ヲ去ツテ自家ノ戸主若クハ家族タル身分ヲ失ハザル

限フハ、被相績人ノ家二入ツテ其ノ家ノ戸主ト爲ルコトヲ得ナ

ィ。蓋シ指定叉ハ選定ハ、被相績人ノ家二在ラザル被指定者又

～・被選定者ヲシテ、其ノ現二屡スノレ家ノ戸主若クハ家族タル身

分ヲ喪失セシメテ、其ノ家ヨリ去ラシムルガ如キ敷カヲ有シナ

イカラ。即チ此ノ場合二於テハ、被相績人タルベキ者ト相績人

タルベキ者トガ其ノ家籍關係ヲ異ニスル爲メニ、民法第九百八

十六條ノ原則ハ、相績ノ開始アノレモ、當然ニハ其ノ適罵ヲ生ジ

得ナイコトこナラウ。弦二於テカ、同條ノ原則ノ適用ヲ生ゼシ

メ、以テ被相績人ノ家二在ラザル被指定者又ハ被選定者ヲシテ

被相績人ノ家ノ戸主タラシムルガ爲メニハ、特ク㍉相績入タ

ルベキ者ガ自家ヲ去ツテ、他家ノ相績人ト爲ル旨ノ意思表示ヲ

爲スコトヲ要スルモノデアル。相績人タルベキ者ノ此ノ行爲帥

チ他家（被相綾人ノ家）ヲ相綾スル爲メニ自家ヲ去ノレコトヲ目的

トスル行爲ハ、之ヲ他家相綾行爲ト云フコトガ出來ヨウ。蓋シ

民法第七百四十三條第一項二於テ、家族ガ他家ヲ相綾スル揚合

ヲ分家行爲及ピ腰縄家ノ再興行爲ト共二一律二規定シテ「家族
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ハ戸主ノ同意アルトキ～・他家ヲ相績スルコトヲ得」ト爲シタ織

カラスルモ、又其ノ但書二於テ、未成年者ナルトキハr親権ヲ

行フ父若クハ母叉ハ後見入ノ岡意ヲ得ルコトヲ要ス」ト爲シタ

黒占カラメルモ、岡條二他家ヲ相績シトアルノハ、家族ガ他家相

績行爲ヲ爲ス場合ヲ云フモノデアラウヵラ。

斯クシテ、我民法上家督相績ニハ自家相績ト他家相績トノニ

ツノ態形ガ存スル。前者ハ相綾ノ敷果ガ相績ノ開始ト共二法律

上當然生ズル場合デアリ、後者ノ・相績人タルベキ者ノ他家相績

行爲ヲ侯ツテ始メテ其ノ敷果ガ生ズル場合デアル。

從ツテ例ヘバ、（1）池家二在ル者ヲ家督相綾人二指定シタル後、

家督相績開始前二、其ノ被指定者ガ婚姻（民七八八條七四五條）、

離婚、離縁（民七三九條）、親族入籍（民七三七條）、引取入籍（民

七三八條〉等ノ事由二因リテ被相綾人ノ家二入り、爾後家督相

績開始シ、其ノ者ガ指定二囚ツテ其ノ家ノ戸主ト爲ルモ、弦二

云フ他家相績ノ場合デハナイ。蓋シ家督相績ノ開始スル以前翫

二被相績人ノ家二入ヲタル以上ハ、生來ノ家族ガ其ノ家ノ戸主

ト爲ル場合デアルト、叉生來以外ノ家族ガ其ノ家ノ戸主ト爲ノγ

揚合デアルトヲ問ハズ、民法第九百八十六條ノ原則ノ適用上、

均シク自家相綾ト云フヲ妨ゲヌヵラデアル。叉同様二、（2）女戸

主ノ入夫婚姻二因ツテ家督相綾ガ開始シ、入夫ガ女戸主二代ツ

テ其ノ家ノ戸主ト爲ルモ（民七三六條九六四條九七一條）、鼓二

云7他家相績ノ場合デハナイ。蓋シ入夫ハ他家ヨヲ入リタル場
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合デアッテモ、入夫婚姻ノ成立ト同時二家督相績開始シ、入夫

ハ其ノ時二於テ、婚姻二因ヲテ當然其ノ家二入リテ戸主ト爲ル

モノデァツテ、相綾人ト爲ルガ爲メニ、特クニ被相績入ノ家二

入ルコトヲ目的トスル入夫ノ行爲ヲ必要トメル場合デハナイカ

ラデアル。遺言養子縁組（民八四八條八六〇條八六一條）二因ツ

テ、養子ガ養家ノ戸主ト爲ル場合モ亦之ト同様二他家相績ト云

フコトヲ得ナイデアラウ。從ツテ此ノ場合入夫又ハ養子ハ、婚

姻叉ハ養子縁組二關スル戸主ノ同意（民七五〇條1）ヲ得ルコト

ヲ要スルガ、他家相綾二關スル戸主ノ同意‘民七四三條1）ヲ得

ルコトヲ要シナイ。叉均シク、家督相綾人タノレベキ者ヲ他家二

求ムルニ當ツテモ、遺言二依ル養子縁組（民八四八條）ヲ以テシ

タ場合ト、遺言二依ル相績人指定（民九八一條）ヲ以テシタ場合

トハ明カニ之ブ匪別セネバナラナイ。蓋シ爾者共二其ノ絡局ノ

目的ヲ同ジクシテ且ツ軌レモ遺言ヲ以テ爲サレタモノデアツテ

モ、前者ハ自家相績ノ場合デアルガ、後者ハ池家相綾ノ場合デ

アツテ、全ク其ノ相績原理ヲ異ニスルニ至ノンカラデアル。叉同

様二、（3）相綾開始ノ當時若クハ選定行爲ノ當時他家二在ル被指

定者又ハ被選定者ガ、相績開始後二婚姻、離婚、離縁又ハ親族

入籍等ノ事由二因ツテ被相績入ノ家二入り、之ガ爲メニ民法第

九百八十六條ノ原則ノ適用ヲ生ジテ、當然二相績開始ノ時二遡

ツテ其ノ家ノ戸主ト爲ルモ、鼓二云フ他家相績ノ場合デハナイ。

蓋シ此ノ場合二於テハ、被指定者叉ハ被選定者ハ相績開始後二
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他家ヨリ入リテ被相績入ノ家ノ戸主ト爲ル場合デハアルガ、相

績人ト爲ルガ爲メニ、特クニ被相綾人ノ家二入ルコトヲ目的ト

スル他家相績行爲ヲ爲シタ結果（帥チ他家相綾権ヲ行使シタ結

果）、其ノ廉ノ戸主ト爲ツタ場合デ・・ナイカラデアル。從ッテ被

指定者又ハ被選定者ガ、相績開始後二於テ、婚姻二因ッテ被相

績人ノ家二入ソテ其ノ家ヲ相績スルニ至ル場合デアツテモ、其

ノ者ハ民法第七百五十條第一項ノ婚姻二關スノレ戸主ノ圃意ヲ得

ルコトヲ要スルガ、民法第七百四十三條第一項ノ他家相績二關

スル戸主ノ周意ヲ得ルヲ要シナイコトハ、前述ノ女戸主ノ入夫

婚姻二因ツテ戸主ト爲ル入夫ノ場合ト同様デアラウ。

之ヲ要スルニ、前戸主ノ後ヲ承ケテ戸主ト爲ノレベキ者ガ、（1）

ノ場合ハ相績開始前二、（2）ノ場合ハ相績開始ノ時二、（3）ノ場合

ハ相績開始後二被相綾人ノ家二入ル揚合デアツテ、就レモ鼓二

云フ他家相績ノ場合デハナイ。從ツテ、鼓二他家相綾トハ、被

相績人ガ他家二在ル者ヲ家督相綾入二指定シ、被指定者ガ民法

第七百五十七條ノ規定二依ツテ相綾開始ト属時二（民七五二條

乃至七五四條）、叉ハ民法第七百四十三條第一項ノ規定二依ッテ

相績開始後二、被相績人ノ家二入リテ其ノ家ノ戸主ト爲ル場合

及ビ民法第九百八十五條ノ規定二依ツテ、他家二在ル者ガ家督

相績入畠選定セラレタルガ爲メ、被選定者ガ民法第七百四十三

條第一項ノ規定二依ツテ被相績人ノ家二入リテ其ノ家ノ戸主ト

爲ル場合ヲ云7二他ナラナイ〔壽〕。
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　〔註〕。他家相綾ノ意義二關シテハ、學者モ先例モ概ネ自明ナコトトシテ、特ク

　ニ之チ説明シテ居ラナィ。或ヒハ軍二「他家ノ戸主ノ家督チ相綾スルノチ他

　家相綾ト謂フ」ト爲シ（野上久幸氏親族法五七頁）、或ヒハf他家相綾ノ問題

　ノ起ルノハ被相綾人二法定推定家督相綾人ナク、他家ノ戸主叉ハ家族チ相綾

　入トシテ指定叉ハ選定シタル場合デアル」ト説イテ居ルニ逼ギナイ（中島玉吉

　氏「親族相綾法改正要綱チ評ス」法學論叢第二十巻入六七頁）。猫リ島田鐵吉

　氏ハ「家督相綾開始ノ場合二於テ被相綾入ノ家二在ラザル者ガ、家督相綾人

　二指定叉ハ選定セラレ、家督相綾二因り被相綾入ノ家ノ戸主ト爲ルコトチ廣

　義ノ他家相綾ト謂ヒ、廣義ノ他家相績中、被相綾人ノ家ト家督相綾人二指定

　叉ハ選定セラレタル者ノ薦スル家トガ、本家分家ノ關係アル場合チ本家相綾

　ト謂ヒ、然ラザル場合チ狭義ノ他家相績ト謂フ」ト定義ジ（前揚法曹會雑誌）、

　而シテ叉「被相綾入ノ家二在ラザノレ者ガ爲ス軍純若クハ限定ノ承認ハ民法親

　族編二於テハ之チ他家相綾トイフ」（前掲明治學報）ト説明セラレテ居ル。然

　シ若シ其ノ趣旨ガ、相綾開始當時二被相綾人ノ家二在ラザル者ガ家督相綾二

　因ツテ被相績入ノ家ノ戸主ト爲ルスベテノ場合テ他家相綾ヂアルト爲スモノ

　デアルトスレバ、其ノ意義必ズシモ正確デハナイ様二思ハレル。

從ッテ例へ・“、相績開始當時ハ他家二在リタル者デアツテモ、

家督相績人二選定セラルル當時既二被相績人ノ家二在ル場合一

一例ヘバ長男、次男ノミヲ有スル戸主ガ次男ヲ養子トシテ他家

二入ラシメタ後、長男ガ其ノ直系卑属ヲ遺サズシテ死亡シタ場

合二於テ、戸主死亡後次男ガ離縁二因ツテ實家二復籍シタノデ、

親族會ノ・右次男ヲ其ノ家督相績人二選定シタ場合ノ如シーハ

弦二云7他家相績デハナイ。之ト反封二、相綾開始當時ハ被相

績入ノ家二在リタル者デアツテモ、家督相績人二選定セラルル

當時既二他家二在ノレ場合一例ヘベ腰除サレタ長男ノミヲ有ス

ル戸主ガ死亡シタ後、長男ハ分家ヲ爲シタガ、親族會ハ右長男
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ヲ其ノ家督相綾人二選定シタ場合ノ如シーハ弦二云7他家相

綾タルヲ妨ゲナィ。蓋シ前ノ場合ハ相績入ト爲ルガ爲メニハ、

特クニ被相績人ノ家二入ル相績入ノ行爲ヲ必要トスル場合デハ

ナイガ、後ノ場合ハ相績入ト爲ルガ爲メニハ、特クニ被相績人

ノ家二入ル相績人タルベキ者ノ行爲ヲ必要トスル場合デアルカ

ラデアル。斯クシテ、他家相績ガ自家相綾ト匿別セラルベキ特

質ハ、（1〉被相績入タルベキ者ト相績入タルベキ者トノ間二於ケ

ル家籍關係ノ不同ト、之二基因スル、（2）相績開始ノ際若クハ其

後二於ケル相綾人タルベキ者ノ他家相績行爲トニ在ルト云フコ

トガ出來ヨウ。

而シテ親族法二云ン本家相綾（民七三一條七四四條七五三條

七六二條）トノ・、此ノ他家相績中、特ク晶被相績人ノ家ト被指

定者叉ハ被選定者ノ属スル家トガ、本家ト分家トノ關係二在ル

場合ヲ云フモノデアノレ。從ツテ分家ノ法定ノ推定家督相績入ハ、

本家ノ戸主カラ其ノ家督相績人二指定サレテ其ノ家督相績ガ開

始シタ場合若クハ親族會二依り本家ノ家督相綾入二選定サレタ

場合ニノ・、他家タル其ノ本家ヲ相績スル爲メニ、自家ヲ去ルコ

トヲ得ルガ（民七四四條1但書）、本家ノ家督相績開始前二、分

家ノ法定ノ推定家督相綾人ハ本家ヲ相績スル目的ヲ以プ爲ス本

家ノ，戸主トノ養子縁組二因ツテハ、自家ヲ去ルコトヲ得ナイ。

蓋シ斯クノ如キ養子縁組ハ民法二所謂本家相績デハナイカラ。

然ルニ大正九年六月十七日民第二C六四號民事局長同答ガ、民
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法第七百四十四條第一項但書ノ適用二關シテ、「分家ノ法定ノ推

定家督相綾人ハ本家相績ノ目的ヲ以テ本家戸主ノ養子ト爲ルコ

トヲ得」ト爲シタノハ（馨蟻漕饗）、他家相績（本家相綾）ノ意義ヲ

誤解シタコトニ因ツタモノデアラウ。又同様二、本家ヲ相績ス

ル月的ヲ以テ爲ス本家ノ女戸主ト分家ノ法定ノ推定家督相績人

トノ入夫婚姻・・、民法二所謂本家相績デハナイ。從ッテ分家ノ

法定ノ推定家督相績人ハ斯カノγ婚姻二因ツプハ、自家ヲ去ノレコ

トヲ得ナイニモ拘ハラズ、大正元年十二月二十七日民第八四一

號民事局長同答ガ、r分家ノ法定ノ推定家督相績人ハ本家相績ノ

目的ヲ以テ其ノ女戸主ト入夫婚姻ヲ爲スコトヲ得」ト爲シタノ

モ（響撃礫）、亦同一ノ非難現幼レ得ナイデア妙（羅聾嬰

義談羅具昏型筆霜謙器型暴醒鴛喪薔攣隷烈餐）．斯クシ

テ、本家相綾ハ他家相績ノー態様二他ナラナイトシタナラバ、

他家相績二關スル原則ハ本旅相綾二關シテモ均シク適用セラレ

ネ・“ナラナイ。例ヘバ分家ノ法定ノ推定家督相績入ガ本家相績

ヲ爲スニハ、自家ノ戸主ノ同意ヲ得ルコトヲ要スベク、若シ其

ノ者ガ未成年者ナルトキハ親権ヲ行フ父若クハ母又ノ・後見人ノ

同意ヲモ得ノレコトヲ要スル（民七四三條1）。而シテ其ノ者ニシ

テ意思能カナキニ於テノ・、親灌ヲ行7父若クハ母又ハ後見人ガ

代ッテ本家相績ヲ爲シ得ベク、又意思能力アノレニ於テハ、本入

二於テノミ本家相績ヲ爲シ得＾ミキモノデアルト云7コトニモナ

ラウ（湿灘糠）．
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　本章ガr判例二現ハレタ池家相績」ト題シテモ、他家相績二關

スルアラユル判例ヲ、詳細二剰ス所ナク、記述シヨウト云7ノ

デハナイ。唯他家相績二關スル若干ノ重要判例ヲ通シテr他家

相績法」ガ、實際上果シテ如何ナルモノデアルカ、又如何ナル

織ガ從來論議ノ中心ヲ爲シテ居ツタカト云フ様ナコトヲ、鼓二

概観シテミヨウト云7ノデアル。

　1．　戸主ガ他家ノ家督相績人昌選是サレタ場合

　（1）戸主ト他家相績能力　　（2）他家相績ノ敷力登生時期一

　（3）他家相綾ト民法第千十七條及ゼ同第千二十四條一（4）他

　　家相績人ノニ重選定　　（5）他家相績椹ノ沿滅

登記抹消手綾請求事件　大正＋年＋月一日大審院第三民事部剣決。民事剣

決録第二十七輯第二十五巻一七二〇頁、法律新聞一九一四號一九頁

　〔事實〕

　本件モ…欠二取扱フr登記抹浩手績請求事件（杏美喜薩義妻艮彙糞毒

雛誰餐七）」及ビr不動産登記抹醗言己手編求事件（鞭酸

難辮騒懲饗）」モ恐ラク桐一ヲ事件ノ引繊デアラウ・

ソレデ本件ノ判決録ノ上デヘ明カニスルコトヲ得ナカツタ事

實關係ハ、便宜上此等ノ刹例集ノ記載二依ツテ之ヲ補ツテ置イ

タo
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一
、
戸 主甲ガ明治四十二年七月二十九日二死亡シ、法定叉ハ

指定ノ家督相績人ゴナカツタノデ、其ノ家督相績人選定ノ爲メ

ニ
、

大正五隼四月十六日親族會ガ招集サレタ。其ノ親族會ハ同

日民法第九百八十五條第二項ノ規定二依ツテ、他家ノ戸主タノレ

乙（大正二年三月六日出生）ヲ甲ノ家督相績入二選定シタ。乙ハ

法律上ハ被相績人タノン甲ノ親族デモ、叉被相績家タル甲家ノ分

家戸主デモナカツタ。

二、所ゴ乙ハ選定決議當時ハ勿論、其後モ引績キ自家ノ戸主

タノレ地位二在ツテ、決議ノ日ヨリ三ケ月ヲ経過メルモ猶ホ相績

ノ承認叉！寸勉棄ヲ爲サナカツタ。

三、ソコデ親族會ハ大正八年十一月二十二日、乙家ノ家族タ

ル丙ヲ甲ノ家督相績人二選定スルニ至ッタ。本件ノ訴訟ハ、甲

ノ借欝相績人タル丙ノ父丁ガ、甲ノ相績財産中ノ或ル宅地ヲ第

三者戊二移轄シタコトニ付テ、丙カラ右ノ第三者戊二封シテ其

ノ登記ノ抹清ヲ請求スルノニ在ノレ。從ッテ其ノ論議モ、乙ノ爲

メニ爲サレタ家督相績人選定決議（大正五年四月十六日）ト、丙

ノ爲メニ爲サレタ家督相績入選定決議（大正八年十一月二十二

日）トハ、當然其ノ内容上爾立スルヲ得ナイ親族會ノ決議デア

ルカラ、其ノ敦レヲ以テ有敷ナリト解スベキカト云7鮎（家督

相績人ノニ重選定ノ問題）二集中サレタ。

〔丙ノ主張〕

丙ノ主張スノン所ヲ綜合スレバ、
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一
、

乙ノ被選定無資格　　一人二家ノ戸主タル身分ヲ兼有ス

ノレコトヲ許サナイ我法制ノ下二於テハ、翫二或ル家ノ戸主タル

身分ヲ有スル者ハ、他家ノ家督相績人二選定セラルルノ適格ヲ

有シナィ。民法第九百八十五條第一項二於テ分家ノ戸主ヲ以テ

家督相績人被選定適格者ノー・ト爲シテ居ルノハ、民法第七百六

十二條第二項ノ法意ヨリスルモ、全ク例外的ノ制限規定デアル。

從ツテ、選定決議當時分家二非ザノン他家ノ戸主タル地位二在ッ

タ乙ハ、甲家ノ家督相績人昌選定サレル資格ガナイ。

ニ、選定決議ノ失敷　　若シ假リニ、乙ヲ以テ家督相績人被

選定適格者ナリトスレ・“、一入二家ノ戸主タル不當ノ結果ブ避

止センガ爲メニハ、家督相績入選定ノ敷力二停止ノ状態ヲ認メ

ザルヲ得ナイ。而モ之ヲ時問的二無制限二認ムルコトニスルト、

民法ガ第千二十四條ヲ設ケテ速カニ相績關係ヲ確定セントシタ

法意二反スルコトニナノレ。從ツテ、同條第二號ノ規定ヲ類推シ

テ、決議ノ日ヨリ三ケ月内二他家ノ戸主タノン身分ヲ脱却シナイ

場合ニハ、其ノ者ヲ選定シタ親族會ノ決議ハ、當然其ノ敷カヲ

矢7モノト解スルガ妥當デアノレ。而シテ乙ハ選定決議後モ引綾

キ自家ノ戸主タル地位二在ツテ、且ツ三ケ月ノ法定期問内二相

績ノ承認叉ハ拠棄ヲ爲サナカツタカラ、乙ヲ選定シタ決議ハ、

右ノ期問ノ経過ト同時二其ノ敷力ヲ失ツタモノダ。

斯クシテ、乙二付イテ爲サレタ家督相績人選定決議ハ、無敷

デアルカ然ラズンバ矢敷シテ居ルカラ、其後二於テ丙二付イテ
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爲サレタ選定決議ガ有敷デアルト云フノデアル。

但シ本件ノ訴訟二於テハ、乙ガ被選定無資格者デアルト云フ

論議ハ、乙ガr他家ノ戸主」デアルト云7黙二集中サレテ、乙ガ

甲死亡ノ當時出生モセズ又胎見デモナヵツタト云7黙ニハ、全

然鰯レテ居ラナカツタ。

〔第二審判決〕

之二封スル第二審裁刹所（宮城控訴院）ハ

ー
、

r民法第九百八十五條第二項二依り他入中ヨリ之ヲ選定

シ得ルモノニシテ其所謂他入中ニハ他家ノ戸主タル者ヲモ包含

セシメタノレ法意ナルコト疑ヲ容レス」ト判示シテ、或家ノ戸主

タル身分ヲ有スル者デモ、他家ノ家督相績人二選定セラルルノ

適格ヲ有スルト爲シ又

二、r民法第千二十四條第二號ノ規定ハ相績人ガ直二相績ヲ

爲シ得可キ適格ヲ有スノγ場合二付キ規定シタルモノニシテ軍純

承認ヲ爲シタルモノト爲スコトノ法律上不能ナル場合ニハ之ガ

適用ナキモノナリ而シテ他家ノ戸主ヲ家督相績人二選定シタル

揚合二於テハ被選定者力戸主ノ地位ヲ脆却シ以テ選定二依ヲ家

督相績ヲ爲シ得ベキ適格ヲ具有スルニ至ル迄ハ家督相綾ノ敷力

ノ登生ノ・停止セラレ相績人選定ノ敷力モ亦停止セラルルモノニ

シテ此問二在テハ法律上軍純承認ヲ爲シタルモノト爲スコトノ

不能ナルモノナルヲ以テ同條ノ規定2・此場合二適用ナキモノト

ス」ト判示シ、從ツテ、選定決議ハ三ケ月ノ期問経過二因ツテ
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ハ其ノ敷カヲ失7垂ノデハナク、却ツテ、其ノ選定決議ハ被選

定者ガ特ク晶選定5慮ジテ家督相績人ト爲ルコトヲ欲シナイ意

思ヲ表示スルカ、又ハ他家ノ家督相績入ト爲ノレ爲メニ、自家ノ

戸主タル地位ヲ脱却シ得ナイコトガ確的ト爲ル迄、帥チ選定ノ

敷カヲ實現シ能ハザルニ至ル迄ハ、依然其ノ敷力ヲ持績スルモ

ノト解スベキデアルト判決シタ。

　從ツテ、其後二於テ丙ヲ選定シタ親族會決議當時ハ、重ネテ

甲ノ家督相績人選定ノ決議ヲ要スル場合デ・・ナイカラ、丙ヲ選

定シタ決議ハ法律上當然無敷デアルトシテ、丙ヲ敗訴サセタ。

　〔大審院判決〕

　ソコデ丙ハ上告シタガ、大審院ハ之二封シテ次ノ如ク剰決シ

タo

　一㌦「他家ノ戸主ヲ家督相績入昌選定スルコトヲ得ザル旨ノ規定ナキ

ノミナラズ民法第九百八十五條第二項ノ規定ハ同項所掲ノ場合二於テハ

同條第一項二掲ケタル者ヲ除キタル其他ノ者ノ中ヨリ家督相績人ヲ選定

セシムルノ法意ナリト謂フ可ク第一項二分家ノ戸主ヲ學示シアルニ依リ

テ之ヲ観レバ第二項二所謂他人中ニハ分家以外ノ戸主ヲモ包含スルモノ

ト解スルヲ得ベシ加之他家ノ戸主ハ其戸主タル地位ヲ脱却シタルトキハ

直チ昌家督相績人タル身分ヲ取得スルコトヲ得ベキモノトス故二他家ノ

戸主ハ之ヲ家督相綾人二選定スルコトヲ得ルモノト解スルヲ相當トス」

　二、「一人ニシテ同時二爾家ノ戸主トナルヲ得ザルコト言ヲ侯タザル

所ナルヲ以テ親族會ガ他家ノ戸主ヲ家督相績入二選定シタル場合二於テ

ハ被選定者ガ他家ノ戸主タル地位ヲ睨却スル迄ハ選定ノ敷力震生セザル

モノト謂ハザルベカラズ」
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「（民法第千十七條ノ）三ケ月ノ期間ハ他家ノ戸主ヲ相績人二選定シタル

場合二於テハ被選定者力戸主ノ地位ヲ脱却シ選定ノ敷力ヲ生ジタル時ヨ

リ起算スベキモノト解スルヲ相當トス」

「被選定者ガ其家督相績人トナルコトヲ欲セザル意思ヲ表示シ又ハ其家

督相綾人トナル爲メ戸主ノ地位ヲ脱却スル目的ヲ以テ慶家叉ハ隠居ノ申

講ヲ爲シタルモ共申請ガ探用セラレザルトキハ親族會ノ選定決議ハ實行

不能二了リ其敷力ヲ失（フモノトス）」

「被選定者ガ自己ヲ相績入二選定スルノ決議アルヲ知リタルユ拘ラズ逞

滞ナク戸主ノ地位ヲ脱却スルノ手績ヲ爲サザルトキハ相績人・タルコトヲ

欲セザルノ意思ヲ有スルモノト推測スルコトヲ得ベキ場合ナキニアラザ

ルヲ以テ若シ被選定者ガ斯ル意思ヲ有スルコトヲ認メ得ルトキハ親族會

ノ選定決議ハ實行不能トナリ其敷力ヲ失ヒタルモノ｝謂ハザルヲ得ザル

ナリ」

　斯クシテ、丙ヲ選定シタ決議ガ有敷ナリ1ヤ否ヤノ問題ハ、結

局、（1）、乙グ其ノ選定決議ヲ知リタル後、邊滞ナク戸主ノ地位

ヲ脱却スルノ手績ヲ爲サナヵツタヵ否ヵ、（2〉、若シ、乙ヅ遅滞

ナク其ノ手績ヲ爲サナヵツタトシタナラバ、ソレハ乙二相績入

ト爲ルコトヲ欲シナ｛意思アリトノ推測ヲ爲シ得ベキ場合ニナ

ルヵ否ヵ二依ツテ決セラノレルコトニナッタ鐸デアル。蓋シ翫二

乙ノ爲メニ爲サレタ親族會ノ選定決議ニシテ、實行不能二了リ

其ノ敷力ヲ失ッテ居ル以上ハ、更二親族會ガ他ノ者丙ヲ有敷二

選定スルハ、固ヨリ妨ゲナキ所デアルカラデアノレ。此ノ織二關

シテ、第二審判決ニハ重要ナル事實ノ判断ノ遺脱ガアツタトシ

テ、大審院ハ原判決ヲ破股シテ事件ヲ控訴院二差戻シタ。
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1：L　未懐胎兇ガ他家ノ家督相績人二選定サレタ場合

　（1）未懐胎児ト他家相績能カー12）胎児ト他家相績能カー

　（3〉池家相績入タル適格ノ有無ヲ定ムル標準時期一（4）民法

　第九百八十五條二依り他家相績入二選定セラルベキ適格者

　　（5）意思無能力者ト他家相績行爲

登記抹潰手績講求事件　大正＋一年六月二＋七日大審院第一民事部剣決。

民事鋼例集第略第七號三五三頁、法律新聞二〇二四號一三頁。

〔事實〕

一
、
戸 主甲ガ明治四十二年七月二十九日二死亡シタノデ、大

正五年四月十六日他家ノ戸主タル乙ヲ選定シタ親族會ハ、改メ

テ大正六年一月十五日戸主乙ノ家族タル丁（乙ノ叔父）ヲ、甲ノ

家督相績人二選定シタ（相績入選定ノ遣直シ）。ソコデ、丁ハ相

績二因フ甲カラ承縫シタ宅地三百二坪ヲ大正六年一月二十三日

二、自己ノ債権者戊二責渡シタ。

二、所ガ、丁ハ前述シタ通り適法ノ親族會二依ツテ選定サレ

タモノデハナヵツタノデ、大正八年十一月二十二日親族會ハ丁

ノ子丙（大正七年九月十四日出生）ヲ甲ノ家督相績人二選定シ

タ。ソコデ、丙・・父丁二封シテ、家督相績同復ノ訴訟ヲ提起シ、

勝訴ノ判決ヲ受ケ、大正九年二月二十八潤ニハ該判決ガ確定ス

ルニ至ツタ。

三、斯ウナツテ來ルト、戊ハ甲ノ遺産タル前記ノ宅地ヲ、甲



第二章　列例二現ハレタ他家相綾 ユ9

ノ家督相績人デハナヵツタ丁ヵラ買受ケタコトニナノレノデアル

カラ、其ノ所有権ヲ取得シ得ナィコトニナッテ來タ。弦二於テ

カ、丙ハ戊二封シテ、該宅地二i封スル費買登記ノ抹滑登記手績

ヲ請求スルコトニナッタノガ本件ノ訴訟デアル。筒ホ丙ハ此ノ

訴訟二於テ、戊ガ大正六年一月十七日前記ノ宅地二封シテ爲シ

タ假差押登記ノ抹清ヲモ請求シテ居ル。

四、而シテ本件ガ前掲〔1〕ノr登記抹溝手績請求事件」ノ引綾

キノ事件デアノレトスルト、大正五年四月十六日二選定サレタ他

家ノ戸主乙ニハ、相績人ト爲ル意思ノナイコトガ判明シテ來タ

（鶉袋喬箋鷺）。サウナルト、乙ノ爲メニ爲サレタ親族會ノ選定決

議ガ敷力ヲ失ツテ居ル結果、大正八年十一一月二十二日二原告丙

ノ爲メニ爲サレタ親族會ノ選定決議ガ有数ト爲ツテ來タノデ、

該宅地ヲ買受ケタ戊側二形勢不利トナツタ。ソコデ、戊ハ旅督

相績人ノニ重選定ノ織カラ丙ハ家督相績人デナイト云フ主張ヲ

捨テテ、甲ノ家督相績開始當時二未ダ懐胎サレナヵツタ丙ハ家

督相績入二選定サレ得ル資格ガアルヵ否ヵト宏7黙二論議ヲ移

シタ。

〔戊ノ圭張〕

一
、

原告丙ハ大正七年九月十四日ノ生レデ、本件ノ相績開始

當時即チ甲死亡當時ノ明治四十二年七月二十九日ニハ、未ダ出

生シテ居ラナカツタノハ勿論ノコト、胎見デサヘモナカツタノ

ダヵラ、甲ノ家督相績人昌選定サレル資格ハナイ。從ッテ、丙
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ヲ甲ノ家督相績人二選定シダ親族會ノ決議ハ、法律上家督相綾

人二選定サレ得ナイ者ヲ選定シタモノデアツテ、法律上當然無

敷デアル。

ニ、固ヨリ右親族會ノ決議二嵩シテハ、法定期問内昌不服ノ

訴ヲ提起シタ者ハ別二無カツタガ、之ガ爲メニ、無敷ノ決議ガ

有敷｝ナルモノデハナイト云フノデアル◎

〔丙ノ主張〕

一
、

丙ノ出生ハ相績開始後デハアノレガ、相績開始以後二出生

シタ者ヲ家督相綾人二選定シプハナラヌト云7法規ノ・存シナイ

ト爲シテ、次ノ様二主張シプ居ノンー民法第九百八十五條ノ規

定二從ヘバ親族會二於テ家督相績人ヲ選定スルニハ何等ノ制限

ナク被相綾人ノ親族家族分家ノ戸主又ハ本家若ハ分家ノ家族中

ヨリ之ヲ選定スルコトヲ得セシメ若之等ノ者アラザル時ノ・廣ク

他入ノ中ヨリモ之ヲ選定セシムル規定アリテ其ノ選定當時ハ實

在ノ人ヨリ之ヲ選マザルベカラザルコト勿論ナレドモ遡リテ相

績開始當時實在シタル入ノ内ヨリ之ヲ選定セザノレベカラザルノ

法意ヲ窺7一ミキモノナシー。斯クシテ選定二困ツテ定マノレ家

督相績入ハ、其ノ選定サレタ當時ヲ標準トシテ其ノ適格者ナリ

ヤ否ヤヲ定ムーミキモノデ、相績開始當時ヲ標準トシテ定ムーミキ

デハナイト云フノデアル。從ツテ丙ハ相績開始當時ニハ胎鬼デ

サヘモナカツタガ、選定決議當時ニハ翫二出生シテ居ツタ以上

ハ
、
甲 ノ家督相綾入トシテ選定サレル資格ガアル。
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　二、且ツ此ノ選定決議二鍔シテハ、別二法定ノ期聞内二不服

ヲ訴7ル者ガナク、從ツテ該決議ハ翫二確定シタ以上・・、丙ガ

甲ノ正當相績人デアルト云フノデアル。

　〔大審院判決〕

　第…審（畿馨許藷）デハ被告戊（控訴人）ノ主張ハ容レラレナカツ

タガ、第二審（轟訴擁）デハ其ノ主張ヲ認メテ、原告丙（被控訴人）

ヲ敗訴サセタ。ソコデ丙カラ上告シタガ、大審院モ次ノ趣旨デ

其ノ上告ヲ棄却シタ。但シ第ニノ論黙ハ上告審デハ雫ハレナカ

ツタ様デアル。

「民法第九百六十四條二依レバ家督相績ハ同條二掲ゲタル事由ノ生ズル

ト同時二開始スベキモノナレパ相績入タルベキ者叉．ハ相績人二選定セラ

ルベキ者ノ適格ハ此ノ時ヲ標準トシテ之ヲ定ムベキモノトス随テ同法第

九百八十五條二所謂被相績人ノ親族ハ相績開始ノ當時生存シ又ハ懐胎セ

ラレ・タル親族ヲ指稻シ其ノ後二懐胎セラレテ出生シタル親族ヲ包含セザ

ルモノト解スルヲ正當トスルコトハ當院ノ判例（大正七年（オ）第百七十二

號判決大正七年四月十九日言渡）トスル所ニシテ此ノ趣旨ハ猫被相績人ノ

親族ガ家督相績人二選定セラルル場合ニノミ限局セラルベキモノニ非ズ

同條二所謂被相績人ノ家族分家ノ戸主又ハ本家若ハ分家ノ家族叉ハ他人

ガ家督相績人二選定セラルル場合二在リテモ亦之ヲ損張シテ同一ノ解繹

ヲ爲シ得ルモノト謂ハザルベカラズ」

「若相績開始當時既二出生シ叉ハ懐胎セラレタル者二非ザル以上ハ縦令

其ノ後二至リ家督相績入二選定セラルルトモ其ノ相績開始ノ時ヨリ少ク

トモ其ノ懐胎迄ノ間前戸主ノ有セシ権利義務ヲ承櫃スルニ由ナキガ故二

此ノ聞前戸主ノ灌利義務ハ其ノ主盟ヲ失ヒー切ノ財産皆節屡スル所ナキ

ニ至リ錯綜セル間題ヲ惹起スルコトヲ冤レズ随テ民法第九百八十六條二
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依リ家督相績人ハ相績開始ノ時ヨリ前戸主ノ有セシ灌利義務ヲ承縫スベ

キモノト爲シ以テ相績財産二關スル紛雑ヲ防止スルコトニ務メタル法律

上ノ精紳ヲ淡却スル（二至ルヵ

斯クシテ、大審院ハ民法第九百八十五條ノ規定二依ッテ、他

家相綾入二選定サレ得ベキ者ヲ、被相績入ノ親族、分家ノ戸主

叉ハ本家若クハ分旅ノ家族叉ハ他人ニシテ其ノ相績開始ノ當時

生存シ叉ハ懐胎サレタ者二限定シ、相績開始以後二懐胎サレテ

出生シタ者ハ、総テ之ヲ被選定無資格者ト爲シタ。

III，意思無能力者ガ他家ノ家督相績人二指定サレタ場合

　（1）他家相績ト民法第九百八十六條　　（2）他家相績ト家籍攣

　動ノ時期一（3）意思能力ナキ未成年者ノ他家相績一（4）民

　法第七百四十三條二所謂r他家ヲ相績シ」トハ他家相綾行爲

　ヲ爲スコトヲ云フモノナリヤー一（5）民法第七百四十三條ノ

　他家相績行爲ト民法第千十七條ノ承認行爲トノ關係　　（6）

　他家相績行爲ト法定代理一一（7）他家相績行爲ト其ノ方式

親族會招集申講却下決定二封スル抗告事件　　昭和二年入月六日大審

院第三民事部決定。法律新聞二七六：九號九頁、同二五四四號九頁、法律評論第十六

巻民法一三〇一頁

〔事實〕

一
、
戸 主甲ニハ法定ノ推定家督相績人ガナカツタノデ、大正

十三年七月一日二遺言ヲ以テ、他家ノ戸主乙ノ長男丙（大正十

二年三月三十一日出生）ヲ其ノ家督相績入二指定シタ。尤モ・

其ノ指定ノ遺言ニハr家督相績人ハ乙ノ長男丙ヲ指定ス但シ華
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族ノ養子トナシタル後家督ヲ相績セシムノレコト」トアツタ。蓋

シ之二依ツテ、丙ヲシテ華族ノ族欝ヲ享ケシメ以テ甲ノ爵位ヲ

縫承スル資格ヲ得セシメンガ爲メデアッタラウ（華族令一條1．

一・四條II・一一九條II：L二〇條1）。所ガ丙ノ・又一方二於テハ、乙

ノ法定推定家督相綾入デモアッタノデ、乙ハ丙ヲシテ右指定二

慮ズノンコトヲ得セシメンガ爲メニ、先ヅ同月四日ニハ其ノ家ヲ

屡シテ丙ヲ伜ッテ本家丁二入ツテー乙ハ同年四月十七日二丁

家ヨリ分家ヲ爲シタ者デアルー丙ノ法定推定家督相績人タノレ

地位ヲ喪矢セシメタ。而シテ同月十日ニノ・、丙ヲシテ華族某ノ

家族戊ノ養子ト爲ラシメタ。

ニ、戸主甲ガ大正十三正七月十五日二死亡シタノデ、翌十六

日ニハ右相績人指定ノ遺言二基イテ、遺言執行者カラ戸籍吏二

封シテ家督相績人指定ノ屈出ガ爲サレタ。ソコデ、同月十八日

丙ノ養父トシテ其ノ親権者タノレ地位二在ツタ家族戊へ戸主某

ノ同意ヲ得テ戸籍吏二劃シテ丙ガ亡甲ノ指定家督相績人トシ

テ、其ノ家督ヲ相績シタ旨ノ屈出ヲ爲シタノデ、丙ハ現在戸籍

上甲家ノ戸主トナノレニ至ツタ。

三、所ガ、亡甲ノ實弟已カラ丙ハ亡甲ノ家督相績人デハナイ

ト爲シテ、從ツテ、亡甲ニハ法定又ハ指定ノ家督相綾人ガナイ

カラ、其ノ家督相績人選定ノ爲メニスル親族會員ノ選定並二招

集ノ申請ヲ東京匠裁判所二爲シタ。然シ裁判所ハ、丙ガ亡甲ノ

遺言二囚ツテ其ノ家督相績入二指定サレ、適法二亡甲ノ家督ヲ
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相績シテ居ル以上ハ、更二亡甲ノ爲メニ家督相績人ヲ選定スル

必要ナシト考ヘテ、右申請ヲ却下シタ。

〔第二審決定〕

ソコデ已ハ此ノ却下決定二封シ東京地方裁判所二抗告シタ。

其ノ論旨ハ頗ル多方面二亙ツテ居ルガ、鼓二他家相綾其ノモノ

ニ關スル論黙ヲ摘録スレバ

ー
、

被相績入甲ガ死亡シ、其ノ家督相績ガ開始シタ當時、丙

ハ甲ノ家二在ラズシテ他家ノ家族デアツタカラ、丙ガ亡甲ノ家

督ヲ相績スルノハ、民法第七百四十三條第一項二所謂家族ガ他

家ヲ相綾スル場合二該當スル。而シテ家族ガ他家ヲ相績スルノ

ハ軍純ナル法律事實デハナクシテ、民法上ノーノ法律行爲デア

ルコトハ、同條二均シク規定スル分家、塵絶家再興ト其ノ揆ヲ

ー一ニスノレ

　　〇
二、法律行爲トシテノ他家相績ハ、（王）家督相績入ガ其ノ從來

ノ家ヲ去リ（2）被相績人ノ家二入リ（3）家督相績入ト爲ルノ三

個ノ敷果ヲ同時二登生セシムルコトヲ目的トスル身分上ノ法律

行爲二属スル。而シテ身分上ノ法律行爲ハ特別ノ規定存セザル

以上ハ、行爲者本入二於テ之ヲ爲スベク代理人二於テ之ヲ爲ス

コトヲ得ザルモノデアノレヵラ、特別規定ヲ有シナイ他家相績ハ

相績セントスル者自ラ之ヲ爲スコトヲ要シ、法定代理人デアツ

テモ無能力者ヲ代表シテ之ヲ爲スコトヲ得ナイモノデアノレ。

三、固ヨリ、未成年者デアツテモ意思能力ヲ有スル以上ハ、
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自ラ他家相綾行爲ヲ爲シ得ベキコトハ、民法第七百四十三條第

一項但書ノ文面二徴スルモ極メテ明白デアル。之ヲ要スルニ、

事實上意思能カヲ有セズ他家相綾ノ何タルカヲ辮別スノレ思慮ナ

キ者ノ・、法定代理ノ認メラレヌ以上、絶封二他家相績ヲ爲スコ

トヲ得ナイト言ハネバナラヌ。從ツテ、亡甲ガ其ノ家督相綾人

二指定シタ丙ハ本件相績開始當時僅二一一年五ケ月ノ未成年者デ

アツタカラ、丙ガ他家ノ被相績入甲ノ家督ヲ相績スルコトヲ得

ザルハ明カデアルト云フノデアル。

然シ、東京地方裁判所ハ次ノ理由デ此ノ抗告ヲ棄却シタ。

一
、
家 督相績ハ法律行爲タル性質ヲ有シナイ。蓋シ民法第九

百六十四條所定ノ原因二因ツテ家督相績ガ開始スレ・“、前戸主

ノ家督相績入タル資格ヲ有スル者ハ法律上當然二前戸主ノ身分

上及ゼ財産上ノ地位ヲ承織スルモノデアッテ、其ノ敷カヲ生ズ

ルガ爲メニ、特クニ相績人二於テ相績ナノレ法律行爲ヲ爲スコト

ヲ要スルモノデハナイヵラデアル。而シテ此ノ事ハ相績入ガ他

家ヲ相績スーミキ場合デモ何等異ル所ハナイ。唯此ノ他家相績ノ

場合二在ツテハ相績人ガ自家ヲ去ルガ爲メノ要件ヲ具備スルコ

トヲ要スルニ過ギナィ。即チ此ノ要件ガ具備サレレバ、相績入

ハ法律上當然被相績人ノ家督ヲ相績スルニ至ノレモノデアツテ、

其ノ敷果ヲ生ズルガ爲メニ、相績入二於テ他二特別ノ他家相績

行爲ヲ爲スコトヲ要シナイコトハ、自家相績ノ場合ト何等異ル

所ガナイ。
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二、而シテ弦二他家相績入ガ自家ヲ去ルガ爲メノ要件ト云フ

ノハ、（イ）被相績人ノ家二入り難キ事由ヲ排除スルコトー例

ヘバ他家相績人ガ現二戸主デアルトキ・・隠居叉ハ屡家ヲ爲シテ

戸主権ヲ喪失シ、又妻デアルトキハ婚姻ヲ解清セシメテ妻タル

地位ヲ脱シ、又法定ノ推定家督相績入デアルトキハ腰除ヲ受ケ

テ其ノ地位ヲ去ル様ナコトー及ビ（・）他家相績人ガ其ノ現二

属スル家ノ家族デアノレトキハ、民法第七百四十三條ノ規定スル

所二從ッテ戸主其他ノ者ノ局意ヲ得ノレコトヲ云フモノデアル。

從ツテ此ノ要件（イ）ノ被相績入ノ家二入り難キ事由ヲ排除スル

ガ爲メニ、特クニ他家相績入自身ノ行爲ヲ必要トスル檬ナ場合

一例ヘバ他家相綾入ガ隠居、屡家又ハ離婚ヲ爲ス場合一二

他家相績人二意思能カガナィトキハ、要件（イ）ガ具備サレナィ

爲メ他家相績ノ敷果ノ・生ジ得ナイコトニハナルガ、本件二於テ

ハ、被相績入ノ家二入り難キ事由ヲ排除スルガ爲メニ、丙ガ特

クニ丙自身ノ意思二基ク行爲ヲ爲スコトヲ要スル地位二在ッタ

事實ハ、之ヲ認メ難イカラ、丙ガ輩二意思無能力者デアルト云

フ理由二依ッテ同人二付キ他家相績ノ敷果ヲ生ジ得ナイモノト

爲ス抗告入ノ主張ハ採用シ難イト云7ノデアル。

　三、猶ホ裁判所ハ此ノ決定ノ論擦ヲ張固‘スル爲メニ、（1〉我

民法上去家ナル敷果ハ必ズ本人ノ意思二基クモノデアルト云フ

抗告人側ノ主張ヲ反駁シテ「去家ナル敷果ハ必ラズシモ去家ス

ノン者自身ノ意思二基キテ登生スルモノニアラザルコト」ヲ民法
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第七百三十八條第七百四十五條第七百三十三條ノ規定ヲ引用シ

テ説キ、民法上r其例二乏シカラズ」ト爲シタ。又（2）他家ヲ相綾

スルコトガ法律行爲デアノレト云ン抗告入側ノ主張ヲ反駁シテ

r他家相績タルト否トヲ問ハズ相績入ガ意思無能力者ナルトキ

ト難モ其法定代理人二於テ代テ相綾ノ承認叉ハ拗棄ヲ爲シ得ベ

キコトハ民法第千十九條第八百八十六條第九百二十九條等ノ規

定上明臼ニシテ而シテ相綾承認叉ハ拗棄ハ既二相綾開始シー・鷹

其敷果ヲ生ジタルコトヲ雨提トシ其後昌於テ之ヲ爲スベキモノ

ナルユ看ルモ意思無能力者昌付キ他家相績ノ敷果ヲ生ズルニ妨

ゲ無ク乃チ前示各法條ハ他家相績ナル敷果ハ法律上當然二登生

スルモノニシテ之ガ法律行爲高アラザルコトヲ前提トセルモノ

ト云フベシ」ト論ジテ居ル（法律新聞二五四四號九頁）。

〔大審院決窺〕

而シテ此ノ東京地方裁判所ノ決定二饗シ更二己カラ再抗告ヲ

シタノデアツテ、其ノ理由ハ前記抗告理由ヲ補足シテー家督

相綾ノ敷果ハ家督相績ノ要件ガ具備スルコトニ因ツテ法律上當

然二獲生スルモノデアル。而シテ此ノ家督相綾ノ要件ハニ分子

ヨリ構成セラレ、其ノーハ家督相績ノ開始デアリ、其ノニハ家

督相綾二熟シタ家督相績人ノ存在デアル。自家相績ノ場合ニハ

r第一分子タル相績ノ開始アリタノレ以後二於テ其ノ第二分子タ

ル家督相績二熟シタル家督相績人ノ存在ヲ招來セシムル爲二家

督相績人自身ノ何等ノ行爲ヲモ要スルコトナシ…・之二反シテ
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他家相績ノ場合二於テハ相績要件ノ第一分子タル相績ノ開始ア

リタル以後二於テ其ノ第二分子タノシ家督相績二熟シタル家督相

綾入ノ存在ヲ招來セシムル爲二特二家督相綾入自身ノ行爲ヲ必

要トス」ト読ク。從ツテ他家相綾行爲トハ、家督相績要件ノ具備

帥チ家督相績二熟シタ家督相績入ノ存在ヲ招來セシムルコトヲ

目的トシテ、他家相績入タルベキ者自身ガ民法第七百四十三條

第一項ノ規定ユ從ツテ爲ス法律行爲デアルト云7コトニナノン。

斯クシテ、家督相綾其ノモノガ法律行爲デナイト云7命題カラ・

直二他家相績モ亦法律行爲デナイト論結シタ原決定へ家督相

綾其ノモノト家督相績要件ノ具備ヲ目的トスル他家相績行爲ト

ヲ混岡シテ居ルト反駁シテ、r民法第七百四十三條第一項二規定

スノレ所ノ所謂他家相績ハ軍純ナノレ法律事實ニアラズシテー種ノ

法律行爲ナルコト同條規定スル所ノ分家及腰絶家再興ト其ノ揆

ヲーニス」ト云フ從來ノ立場ヲ、或ヒハ民法第七百四十三條第

一項及ピ同項但書二於ケルr同意」ノ法理ヨリ、或ヒハ同條第二

項及ビ第三項叉ハ第七百三十七條トノ権衡論ヨリ、或ヒハ原決

定ガ他家相績ノ観念ト相績ノ承認ノ観念トヲ混渚シタ黙ヲ反駁

スルコトニ依ツテ張調シテ、r民法ハ他家相綾二付テハ法定代理

ヲ認メザルヲ以テ意思無能力者ハ絶封二他家相綾ヲ爲スコトヲ

得ザルモノトス」ト結論シタ。

然シ大審院ハ、他家相綾ノ場合晶ハ家督相績二熟シタ相績入

ヲ招來セシムル爲メニ特クニ相績人自身ノ行爲ヲ必要トスルト
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云フ抗告論旨ノ根本厘則二封シテ

「民法第九百八十六條二依レバ家督相績人ハ相績ノ開始二因り當然前戸

主ノ地位ヲ承縫スルコトトナルモノナレ・湘綾人ニシテ他家ノ家族ナル

トキハ相績開始ノ當然ノ敷力トシテ他家ノ騒屡ヨリ脱離シテ戸主トナル

ベキ家昌入ルモノト解セザル可カラス何トナレバー人ニシテ同時二ニケ

ノ家二薦スルコトハ法ノ許サザルトコ・ナレバナリ」

ト爲シテ其ノ主張ヲ排斥シタ。從ツテ又、無能力者ハ他家相績

ヲ爲シ得ナイト云7抗告論旨二勤シテハ

「法定ノ推定家督相績入ナキトキハ被相績入ハ家督相績人ノ指定ヲ爲ス

コトヲ得ベク其ノ指定セラルベキ者二付テハ別段ノ定ナキガ故二民法第

九百六十九條二該當セザル限リ…・無能力者乃至胎兜ナルモ不可ナルコ

トナシ敦レモ法令ノ定ムルトコロニ從ヒ指定ノ屈禺アラバ蝕ユ被指定者

ハ被相績入ノ指定家督相綾入タル地位ヲ取得スベキナリ」

トノ読明ヲ與ヘテ居ノレニ過ギナイ。而シテ民法第七百四ナ三條

第一項ノ戸主ノ岡意ハ指定相纏人ノ承認行爲二鍋スル同意デア

ルト解シr指定相績人ハ自己ノ爲二開始セル相績ヲ承認シ又ハ

抱棄スルコトヲ得ベク若承認スルニ於テハ戸主トナルガ爲終局

的二自己ノ属スル家ヨリ離脱スルノ結果ヲ齎ラスコトトナルガ

故二其ノ承認ヲ爲スニ當リテハ戸主ノ同意ヲ得ベキモノナルコ

トハ家族制度ノ本義二照シ寧・當然ナヲ」ト説明シテ居ル。斯

クシテ

「同條（民七四三條1）二他家ヲ相績シ云々トアルモ牙ハ相績承認ノ敷果

トシテ他家ノ戸主トナルガ故二其ノ結果ヨリ見テ立言シタルニ過ギズ承

認行爲ヲ別ニシテ他家相績行爲ナルモノヲ豫想シタルモノニ非ズ然リ而
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シテ相綾ノ承認ハ法定代理入ノ同意ヲ得又ハ法定代理入二依リテ之ヲ爲

スコトヲ得ルハ民法第千十九條第八百八十六條第九百二十九條等ノ各規

定二照シ明ナルトコ・（ナリ）・…相績ノ承認ガ法定代理入二依リテ爲サ

ルル場合二在リテハ戸主ノ同意ハ法定代理入ヨリ之ヲ求ムベキハ素ヨリ

當…然ナリ」

ト論ジテ居ル。從ツテ大審院ハ民法第七百四十三條第一項ノ他

家相績ヲ相綾ノ承認ト解シタ關係上属項ノ但書ハ之ヲr主トシ

テ屡絶家再興ノ場合ヲ豫想シタノレ壬ノニ係ル」トノ辮解ヲ爲サ

ザルヲ得ナクナツタ。蓋シ相績人ガ無能力者デアル場合二相績

ノ承認二法定代理人ノ周意ヲ要スルコトハ敢テ嗣條周項但書ノ

規定ヲ侯ツマデモナイコトデアリ（民四條八八六條九二九條）、

從ツテ同但書ハ、他家相績帥チ相績ノ承認二關スル限り、全ク

重複不要ノモノト爲ルニ至ツタヵラデアル（法律新聞二七六九

號九頁）。

　IIII・隠居二因ル他家相績ノ場合

　（1）指定者ト被指定者トガ家ヲ異ニスルトキ、被指定者ノ爲

　　スr承認」行爲ト他家相績行爲トノ關係　　（2）民法第七百五

　十三條ノr承認」ノ意義、相綾ノ承認ナノレカ叉ハ家督相績入

　　タルコトノ承認ナルカ　　（3）未成年ノ子ノr承認」行爲二封

　スル親椹者ノ法定代理椹、同意権一（4）他家相績行爲ト親

　権者ノ代理権ノ範園　　（5）r承認」行爲帥チ他家相綾行爲ノ

　方式
慮居許可請求事件　昭和四年三月九日大審院第三民事部決定。民事鋼例集第
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八巻第二號一〇六頁、法律新聞二九六五號五頁

〔事實〕

一
、
女
戸 主甲ハ乙男ト事實上ノ婚姻ヲ爲シ、乙家二於テ属人

ト同居シテ居ツタガ、，戸主ナルガ爲メ正式ノ婚姻ヲ爲スコトヲ

得ナヵツタ。ソコデ、甲女ハ乙男ト正式ノ婚姻ヲ爲シ乙家二入

籍スル便宜ノ爲メ、大正十四年十二月三日親戚二該ル某家ノ戸

主ノ四男丙（當時七才）ヲ養子トシテ入籍セシメ、翌年二月二十

一日ニハ慮居ヲ爲シ、乙家二婚姻二因り入籍スルコトガ出崇タ。

　ニ、然シ、甲女ノ陰居二因ツテ甲家ノ戸主ト爲ツタ丙男ニシ

テ見レバ、自分ハ全ク甲乙「爾名ノ婚姻ノ便宜上ノ犠牲」二供セ

ラレタモノデアリ、而モ甲家ハr本來自分ト何等ノ關係ナキモ

ノニシテ且同家ハ財産ヲ有セズ丙ガ甲家ヲ縫ギタルハ只名義ノ

ミニ過ギザレバ丙ガ戸主タノレハ同家ノ爲二宜シカラザルノミナ

ラズ反之丙ノ實家ハ相當資力ヲ有シ丙二高等ノ敏養ヲ典フルコ

トヲ得ベキ地位二在ル」ト云フ様ナ事情デアツタノデ、蛙二甲

家ノ親戚一同協議ノ結果、丙側ノ希望二慮ジテ丙ヲ實家二復蹄

セシメ勉學ノ途ヲ開クコトニナッタ。ンコデ、軍身戸主丙男ハ

實家二皇轍レ爲メニ、先ヅ慮居ヲ爲スコトニナツタノデ、而シテ

民法第七百五十三條ノ規定二依り隠居ヲ爲スニハ、r豫メ家督相

績入タルベキ者ヲ定メ其承認ヲ得ルコトヲ要ス」ノレノデ、丙男

ハ昭和三年二月二十七日他家ノ家族デアル丁男（大正九年六月

二十六日出生）ヲ家督相績人二指定シ、其ノr承認」ノ意思表示
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ハ
、

丁男ノ親権者デアル戊男ガ當時九歳ノ丁男二代ツテ之ヲ爲

シテ、湯澤再裁判所二丙ノ慮居許可ヲ申請スルニ至ツタ（非訟

九〇條II）。

三、所ガ、匿裁判所モ第二審タル秋田地方裁判所モr戸主ガ

推定家督相績人ナキ場合二於テ民法第七百五十三條ノ原因ニョ

リ膿居ヲ爲スコトヲ得ルニハ家督相績人ノ指定ヲ爲シタル上其

ノ指定セラレタル者二於テ豫メ其ノ家督相績ノ承認ノ意、思表示

ヲ爲シタノレ場合二限ルモノトス此ノ場合二於テ指定セラレタノレ

未成年ノ子ノ親権者ガ其ノ子ヲ代表シテ家督相綾ノ承認ヲ爲ス

モ斯ル行爲ハ子ノ身分上ノ法律行爲ナノシヲ以テ特二之ヲ許スーミ

キ明文ナキ限り法律上ノ敷カナキモノトス」ト解シテ、親椹者

戊男ガ其ノ子丁男二代ツテ「承認」ノ意、思表示ヲ爲シテモ、ソレ

ハ法律上何等敷力ノナイモノデアルト爲シタ。從ツテ本件ハ結

局、家督相績人ヲ指定シタガ未ダ其ノ承認ノナイ場合二該ルカ

ラ、民法第七百五十三條二依ル隈居ノ要件ヲ備ヘテ居ラヌト云

ツテ、丙ノ謄居許可申請ハ却下サレ、其ノ抗告ハ棄却サレタノ

デアツタ。

〔大審院決定〕

　ソコデ、丙カラー一民法第七百五十三條ノ場合二於ケル被指

定者ノ相績承認ハ法定代理人ノ代表権ノ範園二属スル事項デア

ルカラ、被指定者ガ無能力者デアルトキハ法定代理人ガ之二代

ツテ承認ヲ爲シ得ベキモノデアノン。從ツテ本件抗告人丙ノ指定
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シタ相績被指定者丁ノ親権者父戊ガ丁二代ツテ其ノ相綾ノ承認

ヲシタノハ相當デアツテ違法デハナイート云フ理由デ再抗告

ヲシタ所、大審院ハ其ノ再抗告ヲ容レ、次ノ趣旨デ原決定ヲ腰

棄シタ。

「家督相績ノ承認揃棄ハ其ノ敷力必シモ財産穫ノ庭分二限ラレザルガ故

二親灌者ガ民法第八百八十四條二依リ未成年ノ子二代ハリ此ノ如キ行爲

ヲ代表シ得ベキヤ否ヤ疑問ナキニ非ズト難同法第八百八十六條第五號二

依レバ親穫ヲ行フ母ハ未成年ノ子二代ハリテ相績ノ弛棄ヲ爲スガ爲ニハ

親族會ノ同意ヲ必要トスルコトヲ規定シ相績ノ勉棄承認ノ如キハ本來親

権ヲ行フ父又ハ母ガ未成年ノ子二代ハリテ爲シ得ベキ行爲タルヲ前提ト

セルコト明ニシテ且又同法第千十九條ハ相績ノ限定承認又ハ弛棄ヲ爲シ

得可キ期間ノ起算瓢ヲ定ムルニ付法定代理人ガ無能力者ノ爲二相績ノ開

始アリタルコトヲ知リタル時ヲ標準トシ若シ親権ヲ行フ父又ハ母ニシテ

相績承認二關スル行爲ヲ代表シ得ザルモノトスルトキハ無能力ノ相績人

ハ途昌相績ノ限定承認叉ハ揃棄ヲ爲スノ機會ヲ與ヘラレザルコトアリテ

無能力者ノ保護二付構衡ヲ失スルノ結果ヲ招致スルニ依リテ之ヲ見レバ

親権者ハ其ノ父ナルト母ナルトヲ問ハズ自由二未成年ノ子ノ爲二相績ノ

承認ヲ代行シ得ルモノト解スベキヲ相當トス・…原審決定ガ本件隠居ヲ

許スベカラズト認メタル所以ハ全ク此ノ黙二關スル法則ノ解繹ヲ誤リタ

ルニ在ルコト明瞭ナルヲ以テ本件抗告ハ其ノ理由アリ」

　斯クシテ、大審院ハ從來ノ學説ト共二民法第七百五十三條ノ

所謂r承認」ヲr相績ノ承認」ト解シタガ、此ノ職二付テ♪・大キナ

疑問ノ存スルコトハ後述スノγ通リデアル。

　V．他家ノ妻タル被相績人ノ親戚ヲ差措イテ、他人ガ他家

　　相績人昌選定サレタ場合
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　（1）有夫ノ婦ヲ民法第九百八十五條ノ規定二從ツテ他家相績

　入トシテ選定シ得ルカー（2）他家二在ッテ妻タル被相績人

　ノ親族ト被選定資格一一（3）他家二在ッテ妻タル被相績人ノ

　親族ト他人トノ被選定順序　　（4〉民法第九百八十五條第三

　項ノ規定二違反シテ他家相績人ヲ選定シタ親族會決議ノ敷

　力　　（5〉右決議ノ敷力二關スル判例ノi攣遷

親族會決議無敷宣言請求事件　明治四＋一年二月二＋七日長崎地方裁判

所鋼決。法律新聞四入六號二〇頁。（剣決年月日不明）長崎控訴院剣決。法律新聞五

一六號一五頁

〔奮寅〕

一
、 本件二於ケル被相績人戸主甲女ガ死亡シ、家督相績ガ開

始シタ。ケレドモ、甲女ニハ法定又ハ指定ノ家督相績入ガナカ

ツタノデ、家督相績人選定ノ爲メ親族會ガ招集セラレタ。右親

族會ハ被相綾人甲ノ養姉乙養妹丙ノ爾名ヲ家督相績人二選定セ

ザル旨ノ被選定順序憂更二關スル裁判所ノ許可ヲ受ケテ、明治

四十年十二月十六日被相績人ト何等身分上ノ關係ノナイ丁女ヲ

亡甲ノ家督相綾人二選定シタ（民九八五條）。

＝、所ガ、被相綾人甲ニハ乙、丙ノ他二養姉戊ト云7者ガア

ツテ、其ノ選定決議ノ當時ハ、他家ノ戸主ノ所へ嫁シテ居ツタ。

親族會ハ、此ノ戊ヲ家督相績人二選定セザルコトニ關シテハ何

等裁判所ノ許可ヲ受ケルコトナクシテ、他人デアル丁女ヲ選定

シタノデアツタ。ソレデ、右選定決議ハ民法第九百八十五條二
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違背スルカラ實質上無敷デアルト云ツテ、戊ハ明治四十一年一

月八日親族會員ヲ相手取ッテ、本件「親族會決議無敷宣言」ノ請

求ヲ爲．スニ至ッタ。

三、第一審（長崎地方裁判所）デハ原告戊ノ主張ガ容レラレ

テ、r本訴親族會決議ハー・・民法第九百八十五條二違反スル鮎二

於テ無数ナルヲ以テ其ノ決議ノ日ヨリ…・ケ月内二訴求スル原告

ノ右決議無敷宣言ノ講求ハ之レヲ是認セザルベカラズ」ト制決

シタ。蓋シ民法第九百八十二條又・・同第九百八十五條二規定ス

ル被選定ノ順序ヲ裁判所ノ許可ヲ受ケズニ愛更シテ家督相綾人

ヲ選定シタ親族會ノ決議ハ、判例上、民法第九百五十一條ノ不

服ノ訴二依ツテ取浩シ得ベキモノデアッテ、當然二無敷デハナ

ィトサレテ居ッタヵラデアル（編；些ζ昊蟹ギニ塁草笙詣草杢吉三嘆麦

同第九百入十五縢二關シテハ大正十四年二月十日二、斯ル決議ハ當然二無致デアソ
テ、取清二俵ツテ始メテ無敷ト爲ルモノデハナイト云フ穣二改メラソター民事判

講潅攣義酉欝轟頁・）．斯クテ、戊覗ノ判決ノ言渡アツタ

後、控訴ノ提起セラルル前二、夫ト協議上ノ離婚ヲ爲シテ、婚

家カラ實家タル甲家二復籍シタノデアッタ。

〔第二審判決〕

　ソコデ、此ノ判決二封シテハ親族會員側カラ控訴ヲシタノデ

アツテ、其ノ理由ハr被相綾入ノ家ヲ去テ他．ベノ妻トナレル者

ヲ家督相績人二選定スルトキハ勢ヒ夫婦ノ關係ヲ離脱スノレニ至

り杜會ノ秩序ヲ飢スノ結果ヲ生ズ可シ」ト爲シテ、妻ハ民法第

九百八十五條ノ規定二依ツテ他家ノ家督相績人二選定セラルル
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資格ガナイカラ、假令被相績入ノ親族デアツテモ。之ヲ同條第

一項列墨ノ被選定者ノ中カラ除外スベキモノダト云7ノデアル

ガ、長崎控訴院ハ次ノ趣旨デ控訴ヲ棄i却シタ。

　「民法第九百八十五條ノ親族ナル文詞二付テハ何等ノ制限ナキヲ以テ筍

モ被相績入ノ親族ナル以上ハ他家二嫁シ被相績人ノ家昌在ラヅル者ト難

モ同條ノ親族中二包含スルヤ疑ヲ容レズ・…蓋シ被相績人ノ親族ニシテ

婚姻二因リ他家二入リ妻ト爲リタル者ハ離婚ヲ爲スニ非レバ他家二入ル

ヲ得ザルモ婚姻中ノ妻ヲ他家ノ家督相績入二選定スルヲ禁ジタル明文存

セザルノミナラズ分家ノ戸主ハ駿家若クハ隠居ヲ爲シ本家若クハ分家ノ

家族ハ戸主ノ同意ヲ得ルニ非ザレパ他家二入ルヲ得ザルニ拘ラズ民法第

九百八十五條二於テ是等ノ者ツ以プ選定相綾入タルヲ得ルモノト規定シ

タルニ由リテ観レバ婚姻中ノ妻ガ離婚ヲ爲シ他家二入ルヲ得ルヤ否ヤ未

定ナルノ事由ハ以テ其妻ヲ相綾不適當者ト爲スニ足ラザルコトヲ推知ス

ルコトヲ得」

　r家督相績入二選定セラレタル妻ハ其相績ヲ承認スルノ義務ナク相績穫

ノ拉棄ヲ爲スヲ得ルヲ以テ妻ヲ他家ノ家督相績入二選定スルモ之ガ爲メ

離婚ヲ奨働スルノ弊ナク叉夫ガ妻ノ他家ヲ相績スル必要ヲ認メ法律ノ認

ムル協議上ノ離婚ヲ爲スモ肚會ノ秩序ヲ棄鰍スルノ結果ヲ生ゼズ」

　斯クシテ、同裁判所ハ他家ノ妻ト雛モ民法第九百八十五條二

依ル被選定者タルヲ妨ゲヌカラ、親族會ガ同條二依ツテ家督相

綾入ヲ選定スル場合二、被相績人ノ親族デ他家二嫁シテ居ル者

ガアレノ“、親族會ハ此ノ者ヲ家督相績人二選定シナイ旨ノ裁判

所ノ許可ヲ受ケズニ他．ヘヲ家督相綾人二選定スルコトヲ得ヌト

爲シタ。
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　　　　第三章　他家相績権

本章二於テハ、他家相績二關スル主要ナ論黙ヲー他家相績

灌ヲ中心トシテー順次二考察シテユクコトニ依ツテ、他家相

績法ヲ概観シテ見ヤウト、思フ。

1．穗識

他家相績二關スノレ第一ノ論黙ハ、翫二前章二於テ明カナノレガ

如ク、家督相綾開始ト周時二、民法第九百八十六條ノ原則一

家督相綾入ハ相績開始ノ時ヨリ前戸主ノ有セシ権利義務ヲ承綴

スーガ他家二在ル被指定者又ノ・被選定者二饗シテモ、猶ホ自

家相綾ノ場合昌於ケルト同様二、當然二適用セラノレベキカト云

フ黙二在ル。元來、家督相績人ガ相績開始ノ時ヨヲ被相績入ノ

有セシ権利義務ヲ承縫シテ、被相綾人ノ家ノ戸主ト爲ノレノ・・、

家督相綾人ガ特別ノ意思表示ヲ爲シタコトニ因ルモノデハナク

シテ、民法第九百八十六條二基ク當然ノ結果デアル。從ツテ、

相績入タルベキ者ガ相績ヲ爲スニハ、唯相績開始ノ原因タルペ

キ事由ガ登生スレ建足リ、敢テ相績入タルベキ者ガ特二相績人

ト爲ル旨ノ意思ヲ表示スルコトヲ必要トスルモノデハナィ。

斯クテ、相績人タルベキ者ハ、相績ノ開始二因ツテ、相績入

ト爲り得ル梅利即チ形成椹タル相績権ヲ取得シ、之ヲ行使スル

コトニ因ツテ、始メテ被相績人ノ権利義務ヲ承縫シテ其ノ相績

入ト爲ルモノデアルト云7様ナ説明ハ、今日我學界ノ承認シ得
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ザル所デアル。從ツテ叉、指定又ハ選定ガ家督相績人ト爲ルベ

キ者ヲ定ムルコトヲ目的トスル指定権者叉ノ・選定権者ノー方行

爲デアツテ、被指定者又ハ被選定者ノ承諾ヲ侯ツテ始メテ其ノ

敷力ヲ生ズル性質ノモノデナイ以上ハ、戸主二適法ノ指定家督

相績人アルトキ家督相績ガ開始スレバ、其ノ被指定者ハ特二相

績ナル行爲ヲ爲スコトナク、法律上當然二前戸主ノ地位ヲ承縫

スベク、又戸主二法定又ハ指定ノ家督相績人ナクシテ家督相績

ガ開始スレバ、被選定者ハ其ノ適法二選定セラルルト同時㍉

特二相績ナル行爲ヲ爲スコトナク、法律上當然二前戸主ノ地位

ヲ承縫スルコトニナラウ。而シテ此ノ相績法理ヲ直チニ他家相

績ノ揚合二適用シテ、相績開始原因ノ蛮生ト共二、他家ノ家族

タル被指定者ハ當然其ノ他家ノ離属ヨリ脱離シテ戸主ト爲ルベ

キ家（指定者ノ家）二入ノレモノト解セザルベカラズト噺言シタノ

ガ、前章（III）ノr親族會召集申請却下決定二鋼スル抗告事件」

二於ケル大審院ノ見解デァッタ〔註〕。

　〔註〕・曲ノ鮎テ特クニ正面カラ断言シテ居ルモノトツテハ、私ノ知ル範園二於

　テハ、奥田義入博士ノ訊明チ暴ゲ得ルノミデアル～被指定者ガ被相績入ノ

　家族タラザリシトキト錐モ相綾開始セルトキハ入夫婚姻叉ハ養子縁組ノ方式

　チ要セズ（此貼二付テハ多少疑問ナキニアラズト錐モ吾輩ハ方式チ要セザアレ

　モノト解繹ス）直チニ其家ノ戸主ト爲リ被相繧入二家族アルトキ・・新戸主ノ

　家族ト爲ルナリ（七三ご〉一相績法論一二〇、一二一頁っ

然シ、此ノ大審院ノ見解ヲ以テスノレト、被指定者ノ意思ノ如

何ヲ問ハズ、又其ノ属スル家ノ戸主ノ意思如何ニモ拘ハラズ、
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（騰葬上鞘聾攣合論奪監晃茜撮鶉蒼喪儲璽蕊麟発颪）、

全ク指定者ノー方的ナ意思ヲ以テ他家ノ家族ヲ自家二引入レ得

ルコトト爲り一固ヨリ被指定者ハ相綾ノ拠棄ヲ爲スコトモ出

來ルシ、戸主ハ家族ガ終局的二戸主ノ家カラ離脱サレルコトニ

付テ岡意権ヲ以テ居ルト大審院ハ辮明シテハ居ノレガー一斯カル

駆トハ、家族制度ノ本義カラ観テ親族法ノ規定ト調和シ難イ織

ガ少クナイ。例へ・“被指定者ガ他家ノ戸主ナルニ於テハ屡家若

クハ慮居ノ法則（民七五二條以下同七六二條）二反スベク、又他

家ノ法定推定家督相績人ナルニ於テハ壌除ノ法則（民七四四條

九七五條）二反スベク、又他家ノ家族タル有夫ノ婦ナノレニ於テハ

婚姻ノ法則（民七四五條七八八條）二反スルコトニナラウ。殊二

此ノ判例ノ理論二從へ・“、被指定者ハ指定者ノー一角方的ナ指定行

爲ト相綾開始ノ事實ノミニ因ツテ、當然二他家ノ相績入ト爲ノレ

モノデアルカラ、選揮期問（民一〇一七條1）ノ徒過ハ、被指定者

ノ意思二關セズ、被指定者二封シテ直チニ軍純承認ノ結果ヲ負

捲セシムル晶至ルト云フ不合理ナ結果ヲ生ズルデアラウ（民一・

〇二四條）。サレバ、大審院ハ從來選定二依ル他家相績ノ場合二

關シテハ、前章（1）ノ「登記抹滑手綾請求事件」二於ケノレガ如ク、

r親族會ガ他家ノ戸主ヲ家督相績人二選定シタル場合二於テハ

被選定者ガ他家ノ戸主タノレ地位ヲ脱却スノレ迄ハ選定ノ敷力登生

セザノレモノト謂ハザルベカラズ」ト説明シテ居ツタノデアツタ

（同趣旨。大正四年五月二十日大審院剰決喬算垂聲籔雫婁贔沙大正三
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年八月二十日東京控訴院刹決塗笙董聲籔雫馨贔拳）〔註〕。從ツテ叉

民法第千二十四條第二號ノ所謂法定輩純承認二關スル規定モ、

被選定者ガ他家ノ戸主タル地位ヲ脱却シ、其ノ選定ガ敷力ヲ生

ジタトキニ於テ、始メテ其ノ適用ヲ生ズベキモノデアルト解シ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルル　
　ヌの

テ居ッタノデァッタ（前掲大正十年十月一日大審院判決畳婁藤’

同第二審宮城控訴院判決豊㌻姦）。

　〔註〕。大正四年五月二十日大審院判決一他家ノ戸主チ家督相綾人二選定スル

　コトチ得ザル旨ノ規定存セザルノミナラズ分家ノ戸主チ本家ノ家督相綾人二

　選定スルコトチ得ルハ民法第九入五條ノ法丈上明白ナル所ナリ而シテ分家ノ

　戸主ト分家二非ザル家ノ戸主トハー家ノ戸主タル黙二於テ毫モ異ナル所ナク

　叉分家ト錐モ本家ヨリ観レバ他家二外ナラザルチ以テ民法ハ分家タルト否ト

　ニ論ナク他家ノ．戸主チモ家督相牽嚢人二選定スルチ得セシムル法意ナルコト自

　明ナリト云フベシ尤毛一人ニジテニ家ノ戸主タル身分チ併有スルコトチ得ザ

　ルガ故二他家ノ戸主ガ家督相綾人二選定セラレタル場合ハ先ヅ他家ノ、戸主タ

　ル地位チ脱却シ然ル後家督相綾チ爲サザルベカラザソバ選定ト同時二家督相

　績ノ敷カチ嚢生スルモノニ非ザルコト勿論ナリQ

　　同第二審、大正三年入月二十日東京控訴院剣決一一他家ノ戸主チ更昌家督

　相綾入二選定スルコトハ我民法ノ禁ゼザル所ナリ元ヨリー入ニシテニ個ノ戸

　主権チ併有スルコトチ得ザルコトハ疑ナキ所ナルチ以テ若ジ他家ノ戸主ガ更

　二或ル入ノ家督相綾人二選定セラレタル場合ニハ該選定ハ被選定者ガ前戸主

　櫨チ喪失スノレニ至アン迄其数カノ獲生チ停止セラルルニ過ギズ故昌被選定者ガ

　後日他家ノ戸．圭穰チ喪失スルトキハ其瞬間ヨリ有敷二家督相績入タル地位チ

　獲得スルモノナリo

　斯クノ如キ次第デアノレカラ、選定二依ル他家相綾ノ場合ニハ、

被選定者ガ自家ノ戸主タル地位又ハ家族タル地位ヲ脱却スノレ迄

ハ選定ノ敷力ハ套生セズ、從ツテ家督相績ノ敷力モ其ノ登生ヲ

停止セラルーミキモノデアルト云フコトハ、判例上確立サレタ原
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理デアツタシ、又學界二於テモ有力ナ支持ヲ得テ居ッタ様デア

ル（穂積重遠博士剰例民法大正十年度四五四頁。同博士相綾法

大意一〇九頁）。ソレガ…度ピ、遺言二依ル指定他家相績ノ場合

ニナルト、何故大審院・・、被指定者ガ自家ノ戸主タル地位又ハ

家族タノレ地位ヲ脱却シテ、指定二懸ジテ他家相績ヲ爲シ得ベキ

適格ヲ具有スルニ至ノレマデ、家督相綾ノ敷力ハ其ノ登生ヲ停止

セラノレベキモノデアルト云7從奈ノ理論二從ヒ得ナカツタデア

ラ効（欝案諜∫鮭礪酵難穐蕎鶴璽鶏）．現覗ノ事

件二於ケル第二審裁判所ハ、他家二在ル被指定者ガ指定者ノ家

督ヲ相績スベキ敷果ハ、被指定者ガ其ノ現二屡スル家ヲ去ルガ

爲メ民法所定ノ要件ヲ具備スルト共二生ズベシト説イテ居ルデ

ハナイヵ（前章二五頁以下滲照）⊂註〕。

　〔註〕。同趣旨。大正十一年十二月十二日法曹會決議一一被指定者叉ハ被選定者

　ハ指定叉ハ選定二因リテ當然殺湘綾人ノ家二入ルモノニ非ズ是ガ爲メニハ是

　等ノ者ガ民法親族編ノ規定二俵ル去家ノ條件チ充實スルチ要ス從ツテ被指定

　者叉ハ被選定者ガ此探件チ充タスコトチ得ザルニ於テハ指定叉ハ選定ハ其ノ

　数カチ失フモノトス（法曹會雑誌第一・巻一號二一一頁）。同趣旨。大正五年十

　一凋二十五日民第七〇九號法務局長同答（霜山氏前揚書四九〇頁）。

　斯クシテ、他家相綾ノ場合二相綾ノ敷力ノ登生停止ヲ認ムル

トシテモ、此ノ停止セラレタ家督相績ノ敷力ハ、被指定者二池

家相績ヲ爲シ得ベキ適格ガ具有サレルコトニ依ツテー被指定

者二於テ何等特別ノ他家相績ナル行爲ヲ爲スコトヲ要セズシテ

ー當然二登生スベキモノナルカ否力。此ノ黙ハ從來學界昌於
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テ必ズシモ明カニサレテハ居ラナカツタ様デアルシ、叉之ヲ読

明シタ先例モ途ヒニ見當ラナカツタ。然シ此ノ黙二關シ、岡事

件二於ケル第二審裁判所ハ極メテ明瞭二之ヲ肯定シ、其ノ理由

ハ之ヲ、相績ノ開始ト共二相績入タルベキ者ガ相綾ノ敷果ヲ享

受スルノハ、相績開始二因り當然惹起サレノレ事實デアツテ、相

績人タルベキ者ノ意思二因ツタモノデハナイト云7相綾理論二

求メタノデアツタ〔謎〕。

　〔註〕o前揚ノ各穿唖例ハ、此ノ無占チ正面カラ論ジテノ、居ラナイガ、翼≡ノ丈言二徴

　スレバ、之チ肯定スルコトガ、執レモ自明ナ原則ヲアルカノ糠二考＾デ居ル

　ラシイ。從ツテ此ノ鮎チ明瞭二論ジタト云ブコトダクデモ、此ノ第二審決定

　ハ注貝セラルベキ菊沙匹例タルチ失ハナィo

然シ此ノ相綾理論カラシテ、直チニ被指定者ノ相績行爲ヲ要

セズシグ、當然二他家ノ家督相綾人ト爲ルト云フコトガ果シテ

推論サレ得ノレデアラウカ。蓋シ相績ノ敷果ガ法律ノ規定二基イ

テ登生スルカラ、相績ソレ自燈ハ法律行爲タル性質ヲ有シナイ

ト云フコトハ、必ズシモ法律ノ規定スル相績ノ敷果ヲ享受セン

ガ爲メニ、被相績入ノ家二入ル相績人タルベキ者ノ行爲ヲ排斥

スノレモノデハナイカラデアル。ソレハ宛モ、相績人ノ指定ハ相

績入タルベキ者ヲ定ムルコトヲ目的トスル被相績人ノ法律行爲

デハアルガ、相績ガ開始スレバ、被指定者ガ相績ノ敷果ヲ享受

スルニ至ルノハ、法律ノ規定二困ルモノデアツテ、被相績人ノ

指定行爲ソレ自膿二因ルモノデハナイト云7読明ガ成立ツト同

様デナケレバナラナイ。又同檬二、相績人ノ選定ハ相績人タル
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ベキ者ヲ定ムルコトヲ目的トスル選定穰者ノ法律行爲デハアノシ

ガ、被選定者ガ相綾ノ敷果ヲ享受スルニ至ルノハ、法律ノ規定

二因ルモノデアツテ、選定権者ノ選定行爲ソレ自膿二因ルモノ

デハナイト云フ説明ガ成立ツト岡様デナケレバナラナイ。

而シテ自家相綾ノ場合二相綾ノ敷果ヲ享受ス〈ミキ相綾入タル

ベキ者ノ行爲ガ存シナイヵラ、他家相績ノ場合モ斯ル意義二於

ケル相績入タルベキ者ノ行爲ハ存シナイト云7判例ノ説明ハ、

論理一貫シテ正當ノヤウニ見エルケレドモ、ソレハ自家相績ト

他家相綾トノ問二存スル特殊事情ヲ無覗スル論者ニトツテノミ

是認セジルベキ説明デナケレバナラナイ。蓋シ自家ヲ相綾スノレ

自家相綾人ト地家ヲ相績スル他家相綾入トデハ、一家ノ織績乃

至維持ノ責任ノ上晶於テ、著シイ差等ガアリ、法律ハ此ノ差等

二懸ジテ其ノ相綾人ト爲ル手綾二付テモ、ソコニ正當ナ差別ヲ

設ヶタノデァッタヵラ。而シテ此ノ差別コソ、自家相績ノ場合

ニハ相績入タルベキ者ノ相績人ト爲ル行爲ヲ要シナイガ、他家

相績ノ場合ニハ相績入タノソベキ者ノ相績人ト爲ル行爲ヲ要スノシ

ト云フ説明ヲ成立タセルモノデハナカラ：ウカ。從ツテ我民法二

於テハ、家督相績人タルベキ者ハ之ヲ、一家縫績維持ノ責任ノ

上ヵラ観テ、相績ノ開始ト共二、當然二相綾人ト爲ルモノト然

ラザルモノトニ分ケルコトガ出來ル。更ラニ前者ハ之ヲ相績ノ

拗棄ヲ爲シ得ルモノト然ラザルモノトニ分ケルコトガ出來ヨク

（民一〇二〇條〉。而シテ當然二相績入ト爲ラナイモノト當然二
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相績入ニハ爲ノレガ相績ノ拠棄ヲ爲シ得ルモノトデハ、選鐸期問

（民一〇一七條）ノ帽怠二封スル敷果（民一〇二四條）等二於テ、

著シイ差異ガ存スルコトニ爲ルノモ固ヨリ當然ノコトデアル。

更ラニ進ンデ、被指定者ガ屡家、雁居、腰除等二囚ツテ他家

二入り難キ事由ヲ除去シ且ツ民法第七百四十三條二規定スル戸

主其他ノ者ノ同意ガアレノ㊦、被指定者ハ當然自家ヲ去家セシメ

ラレテ指定者ノ家二入家セシメラレルモノデアルト云フ制例ノ

理論二封シテハ、此等ノ屡家、慮居、磯除叉ハ同意ハ、スーミテ

被指定者ガ去家スルコトニ關スル條件タルニ過ギナイモノデア

ツテ、從ツテ此等ノ條件ガ具備サレテモ、ソレハ決シテ被指定

者ガ、其ノ意思二拘ハラズ、指定者ノ家二蹄属セシメラルルノ

根擦ニハナラナイト云フコトヲ指摘シテ置ケバ充分デアラウ◎

之ヲ要スルニ、指定又ハ選定ハ他家二在ル被指定者又ハ被選

定者ヲシテ、其ノ現二屡スル家ノ戸主タル身分又ハ家族タル身

分ヲ喪失セシメテ其ノ家ヨソ去ラシムルガ如キ敷力ヲ有シナイ

カラシテ、相績開始原因ノ登生ト共二當然生ズベキ相績ノ敷

果、（民九六八條）ハ、被指定者又ハ被選定者ヅ他家二在ルェトニ

因ヅテ、其ノ登生ヲ停止セラルルモノデアル。斯クノ如ク、被

指定者叉ハ被選定者ガ相績開始スルモ被相綾人ノ家ノ戸主ト爲

ノレヲ得ナイノヘ判例ノ説イテ居ル様二、指定行爲又ハ選定行

爲ノ敷カガ登生シテ居ラナィガ爲メデハナクシテ、被相綾人ト
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被指定者叉ハ被選定者トガ其ノ鵬スル家ヲ異ニスルガ爲メデア

ル。蓋シ指定行爲ノ敷力登生時期ハ、指定ガ生前行爲ヲ以テ爲

サレ幻レト遺言ヲ以テ爲サレタルトヲ問ハズ、スベテ適法ノ指

定屈出ノアツタ時デアルシ（民九八○條九八一條）、又選定行爲

ノ敷力登生時期二關シテハ特別ノ規定ガナィカラ、選定権者ガ

選定ノ意思ヲ表示シタ時デナケレバナラヌカラ。從ツテ、被指

定者叉ハ被選定者ガ被相績入ノ家二在ラザル限リハ、相績開始

後デアツテモ、其ノ者ハ被相綾入ノ家ノ家督ヲ相績スルコトヲ

得ズシテ、軍二被相績入ノ家ノ家督ヲ相綾スル爲メニ被相績人

ノ家二入ルコトヲ得ル権利ヲ有スルニ過ギナイ。而シテ被指定

者又ハ被選定者ガ法律ノ規定スル相績ノ敷果ヲ享受センガ爲メ

ニ
、
被 相績人ノ家二入ルコトヲ得ル此ノ灌利帥チ他家ノ相績人

ト爲り得ル梅利ヲ他家相績権ト呼ビ（民七四三條〉、此ノ他家相

績権ヲ行使スル行爲ヲ他家相績行爲ト呼ンデ置カウ。

被指定者又ハ被選定者ガ他家相績行爲ヲ爲セバ、其ノ時二於

テ自家ヲ去ルモ、相績ノ敷果ハ、相績一般ノ理論二從ツテ、相

績開始ノ時二遡ツテ生ズノレコトニナラウ（民九八六條一〇三九

條）。從ッテ他家相績行爲ノ結果、被指定者叉ハ被選定者ハ相績

開始ノ時二遡ッテ始メヵラ被相績人ノ家ノ戸主タリシコトト爲

ノレ毛、而モ之ガ爲メニ、相績開始ノ時二遡ツテ自家ヲ去リタリ

シコトニハ爲ラナイカラ、此ノ場合二於テハ、相績開始ノ時カ

ラ其ノ他家相績行爲ヲ爲シタ時マデノ問ハ、其ノ者ハ同時二二
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家二属シタリシコトニハ爲ルデアラウガ、固ヨリ此ノ事ハー人

一家ヲ原則トスル我民法二於ケルー特例二外ナラナイ。

斯クノ如キ次第デアルカラ、民法第九百八十六條ノ原則ハ、

自家椙績ノ場合ニハ相績開始原因ノ登生ト共二當然適用セラル

ノレモ、他家相績ノ場合二・・相績ノ開始ノ・他家相績人タノレベキ者

ノ爲メニ他家相績権ヲ套生セシムルニ止マリ、民法第九百八十

六條ノ原則ガ適用セラルルガ爲メニハ、相績．ベタルベキ者ノ他

家相績行爲ヲ侯タネ建ナラナイト云7結論二達スルデアラウ。

II．他家相綾権ノ叢生

雨述シタノレヅ如ク、他家相績ハ被相績人ガ他家二在ル者ヲ家

督相績人二指定シ、被指定者ガ民法第七百五十七條ノ規定二依

ツテ相績開始ト同時二（民七五二條乃至七五四條）、又ハ民法第

七百四十三條第一項ノ規定二依ッテ相績開始後二、被相績人ノ

家二入リテ其ノ家ノ戸主ト爲ノレ場合及ゼ民法第九百八十五條ノ

規定二依ッテ、他家二在ル者ガ家督相績入二選定セラレタルガ

爲メ、被選定者ゴ民法第七百四十三條第一項ノ規定二依ッテ被

相績人ノ家二入リテ其ノ家ノ戸主ト爲ル場合二生ズノレ。從ツテ、

他家相績入ト爲ル原因カラシテ、他家相績入ハ之ヲ指定他家相

績人ト選定他家相績入トニ分ケテ考察スノレヲ便宜トスル。

（一）、指定他家相績人

家督相績人ノ指定ハ死亡叉ハ隠居二因ル家督相績ノ場合ニノ

ミ存シ得ノ吸民九七九條1■1）。從ツテ死亡又ハ隠居以外ノ原因二
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因ル家督相績ノ場合ニハ指定他家相績入ナルモノハ存シ得ナ

イ。

（1）、死亡二因ル家督相績ト指定他家相績人

　他家相績人ノ指定ハ生前行爲叉ハ遺言ヲ以テ之ヲ爲スコト

ガ出來ル。其ノ生前行爲ヲ以テスル場合ニハ戸籍吏二封スル

屈出ノ方式二依ツテ指定ノ意思表示ヲ爲スコトヲ要シ、其ノ

屈出ガアレバ指定ハ届出受理ノ時二於テ其ノ敷カヲ生ズノン

‘民九八○條戸一三三條）。又遺言ヲ以テ指定ノ意、思ヲ表示シ

タ場合ニハ其ノ逡言ガ敷力ヲ生ジタ後（民一〇八七條）涯滞ナ

ク遺言執行者カラ之ヲ戸籍吏二届出ヅルコトヲ要シ、其ノ屈

出ヴアレバ指定ハ被相綾入ノ死亡ノ時二遡ツテ其ノ敷力ヲ生

ズル（民九八○條九八一條戸一三三條一三五條）。固ヨリ遺言

二依ツテ指定ガ爲サレタ場合ノ・勿論、戸籍吏二翼スル屈出二

依ツテ指定ガ爲サレタ場合デモ、指定者ノ死亡二因ツテ家督

相績ガ開始セラルルニ非ザレガ、未ダ被指定者ノ爲メニ他家

相綾権ハ登生スル限リデハナイ。蓋シ指定者ハ家督相綾開始

前ニハ何時ニテモ其ノ指定ヲ取清スコトヲ得ルカラ、被指定

者ノ地位ハ未確定デアルシ（民九七九條皿一一二四條）、叉家

督相績開始前ニハ未ダ被指定者ノ承縫シ得ベキ家督モ存在シ

ナイカラ（民九八六條）、期待権タノシ他家相績灌ハ勿論、形成権

タル他家相績権モ存シ得ル飴地ガナイカラデアル。從ッテ家

督相績入二指定サレタ者ガ家督相績ノ開始前二死亡シタ場合
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ニハ其ノ者二直系卑属ガアルト否トニ關セズ、常二戸籍法第

百三十六條ノ規定二從ツテ、相績人指定二關スル戸籍ノ記載

ハ抹滑セラルベキデアノレ（民九七四條九九五條一〇九六條一・

〇九七働鎌．藩譲蕪壁壷羅蘂二議鱗）。又購㍉

一家組織ノ安定ノ上ヵラ観テ、他家二在ル者ガ家督相績人二

指定サレタ場合二、家督相績開始前晶婚姻、親族入籍、引取入

籍等ノ特別ノ事由二因ツテ被相績入ノ家二入ルコトハ出來テ

モ、指定サレタコトヲ原因トシテハ被相績入ノ家二入ルコト

ハ出來ナイト云ハネバナラナイ。民法第七百四十三條第一項

二「家族ハ戸主ノ肩意アルトキハ他家ヲ相績スルコトヲ得」ト

アルノハ、相績開始後二被指定者ガ被相綾人ノ家ノ家督相綾

人ト爲り得ノシ権利帥チ形成椹タル他家相績権ノ行使二關スル

規定二外ナラナイ。

之ヲ要スルニ、他家相績人ノ指定ガ適法二屈出又ハ遺言二依

ツテ爲サレテモ、ソレハ指定行爲ソレ自膿ノ成立又ハ数力ノ

ミ晶關スルモノデアッテ、之ヲ以テ直チニ、被指定者ノ爲メ

ニ期待穫タル若クハ形成権タル他家相績権ガ螢生シタト爲ス

ベキデハナイ。斯クシテ、形成権タル他家相績権ハ適法ノ指

定行爲ト相績ノ開始トヲ侯ツテ、始メテ被指定者ノ爲メ昌登

生スルモノデアル。

（2）、慮居二因ル家督相績ト指定他家相績人

懸居二因ル家督相績ノ場合ノ・、其ノ隠居ガ民法第七百五十



第三章他家相綾樺 49

二條昌依ル普通隠居ノ場合タルト同法第七百五十三條及ピ第

七百五十四條第一項二依ル特別膿居ノ場合タルトヲ問ハズ、

指定他家相績ガ行ハレ得ル。蓋シ此等ノ慮居ノ場合二於テ、

隠居者ノ家督相績人タル〈ミキ者ハ必ズシモ隠居者ト其ノ家ヲ

同ジクスル者タルコトヲ要セヌカラ（民七五二條乃至七五四

條1九七九條戸一一五條一三六條〉。然シ民法第七百五十四條

第二項二依ル所謂法定慮居ノ場合ニハ指定他家相績人ナノレモ

ノガ存シ得ナイノハ勿論ノコトデアラウ。而シテ此ノ場合二

於ケル指定他家相績入ハ遺言昌依ルモノヲ包含シナイ。蓋シ

隠居二因り家督相績ガ開始スルモ遺言二依ル指定ノ敷力ハ之

ヲ認ムルコトヲ得ナィヵラデァル。

此ノ隠居二因ル他家相績ノ場合モ、他家相績椎ハ「豫メ家督

相績人タルベキ者ヲ定メ」タコトニ依ツテ登生スルモノデハ

ナクシテ、被指定者ガ「其ノ承認」ヲ與ヘルコトニ依ッテ登

生スル。蓋シ被指定者ノ「承認」行爲ハ民法第七百五十七條ノ

規定二從ヒ薩居ノ届出二依ツテ之ヲ表示スルコトヲ要スル要

式行爲デアルカラ（歪繋姦）、此ノ場合ト錐モ隙居郎チ家督相

績開始以前ニハ被指定者ノ爲メニ他家相績権ヲ登生セシムル

モノデハナイ。從ツテ隠居ノ屈出前ニノ・被指定者ノr承認」行

爲ナルモノアリ得ベキ限リデハナイニモ拘ハラズ、非訟事件

手績法第九十條第二項ガ慮居許可ノ申請ニハ「家督相綾入タ

ルベキコトヲ承認シタル者ヲ表示シ且其者ヲシテ署名、捺印
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セシムーミシ」ト爲シタノハ、民法ノ規定ト全ク相反スルモノ

デアルト云ハネ漣ナラヌ。蓋シ隈居ノ屈出前ニハr家督相績

人タルベキコトヲ承認シタル者」ハ存シ得ナイヵラデアル。

（二〉、選定他家相績人

他家相績入ノ選定ハ、他家相綾人指定ノ場合ト異ツテ、家督

相績開始ノ原因タルベキ事實ノ如何二關セズ廣ク行ハレ得ル。

固ヨリ女戸主ガ入夫婚姻ヲ爲シタコトニ因ッテ家督相績ガ開始

スル場合及ピ，戸主ガ慮居ヲ爲シタコトニ因ツテ家督相綾ガ開始

スル場合（民七五四條IIノ法定懸居ノ場合ヲ除ク）ニハ、家督相

績人ヲ選定スルノ飴地ガナイカラ（民七三六條九七一條七五二

條乃至七五四條七五七條）、選定二因ル他家相績人モ亦アヲ得ナ

イガ、例ヘバー・家悉ク揃ツテ外國二蹄化シタ様ナ場合デモ、現行

法上親族會ハ猶ホ民法第九百八十五條ノ規定二從ッテ家督相績

人ヲ選定シ得ル（民九六四條1號）。又其ノ選定ノ期問、遅延、

慨怠ト云7様ナ黙二關シテモ現行法上何等特別ノ規定ガナイ。

從ツテ現行法上選定二依ノレ他家相績ノ行ハレ得ル範園ハ、横ノ

關係二於テモ縦ノ關係二於テモ、極メテ廣イ。而シテ此ノ事ハ

元東、出來得ル限ッ家ヲ繊績サセヤウトスル民法ノ趣旨二從ツ

タモノデハアラウガ、時二家族制度上無意昧ナ他家相績ガ行ハ

レ、從ッデ弊害モ之二俘ッテ生ジ得ルト云フ諜デアツタノデ、

民法改正要綱ハ他家相績ノ行ハレ得ル場合ト他家相績ヲ爲シ得

ル人トノニニ方面カラ之二制限ヲ加フルニ至ツタ。



第三章他家相績権
5■

相綾法改正要：綱第五　國籍喪失二因ル家督相綾

一・、國籍喪失二因ル家督相綾ハ、法定ノ推定家督相綾人アルトキ、叉ハ之ナキ

　場合二於デ戸主が豫メ指定シタル家督相綾人アルトキニ限リ、開始スルモノ

　トスルコト〇

二、戸主ガ國籍チ喪失シタル場合二於テ、法定ノ推定家督相綾人及ぜ指定ノ家

　督相綾人ナキトキハ、縄家シタルモノトスルコト。

同第十二　家督相綾人ノ選定

二、軍身戸主ノ死亡二因ル家督相綾二於テ指定ノ相綾人ナク叉ハ指定ノ相綾人

　ガ相綾チ拡棄ジタルトキハ、原則トシテ被相綾人ノ親族二限リ之チ相綾人昌

　選定スルコトチぞ与ベキモノトスルコトQ

同第十三　相縷人確定ノ手綾及ぜ相綾人噴訣ノ場合二於〃ル相績財産ノ虞理

一｛、法定ノ推定家督相綾人若クハ指定ノ家督相綾人ナク叉ハ指定ノ家督相績人

　ガ相綾チ拠棄シタル場合二於テハ、相綾財産ノ管理入テ選任スベキモノトシ、

　其管理人二家督相綾人ノ選定チ目的トスル親族會招集請求ノ櫨利チ認メ、其

　他相綾人ノ確定チ迅遽ナラシムル爲メ相當ノ規定チ設クルコトo

同第十四　絶家ノ時期

法定ノ推定家督相綾人若クハ指定ノ家督相綾人ナク・叉ハ指定家督相績入ガ相

綾チ拡棄シ、且相績財産管理人ノ選任ナキ場合二於デ、家督相綾開始ノ時ヨリ

ー・定ノ期間内二家督相綾入確定セザルトキハ、其期間濡了ノ時二於デ絶家シタ

ルモノトスルコトo

選定二依ル他家相績人ハ選定行爲ト岡時二他家相績権ヲ取得

スル。而シテ選定ハ常二家督相績開始後ニノミ行ハレ得ルカラ

シテ、此ノ場合モ亦相績開始前ユハ何入ノ爲メニモ他家相績権

ナルモノハ存シ得ナイ。

斯クシテ、現行法上戸主ノ死亡二因ツテ家督相績ガ開始シタ

場合ニハ、指定他家相績人（婁覆覚婁ラ掌深嫡鴬準言）モ選定他
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家相績入モ存シ得ルガ、戸主ノ腰居（拳欝居）二因ツテ家督相綾

ガ開始シタ場合ニハ、生前行爲二依ル指定他家相績入ノミガ存

シ得ノシ。女戸主ノ入夫婚姻二因ツテ家督相績ガ開始シタ場合ニ

ハ、他家相績入ナノレモノハ全ク存スル籐地ガナイガ、其ノ以外

ノ事由郎チ戸主ノ國籍喪失、婚姻又ハ養子縁組ノ取清二因ル戸

主ノ去家、入夫ノ離婚二因ッテ家督相綾ガ開始シタ場合ニハ、

選定二依ル他家相績ノミガ時二行ハレ得ルコトニナラウ〔註〕。

〔註〕。旗絶家再興ト他家相綾

家族ハ戸主ノ同意チ得テ屡絶シタ本家、分家、同家其他親族ノ家チ再興スル

コトガ出來ルシ（民七四三條1）、戸主ハ適法二自家チ屡スルコトチ得ルニ於

テハ自家チ屡ジテ屡絶ッタ本家、分家、同家其他親族ノ家チ再興スルコトガ

串來ル（民七六二條七四三條）。叉婚姻叉ハ養子縁組二因ツテ他家二入リタル

者繊昏姻若クハ養子縁組ノ取沿叉ハ離婚若クハ離縁ノ場合二於テ實家ノ屡繕

昌因リ復籍チ爲スコトチ得ナイトキハー家チ創立スルコトチ原則トスルモ、

其ノ者ハー家チ創立セズシテ塵絶シタ實家チ再興スルコトガ出來ル（民七四

〇條但書）。此等ノ廣絶家再興・・外形二於テ選定二依ル他家相綾ノ場合（民九

入五條）二類似ジテハ居ルガ、其ノ本質二於テ家督相績デハナイ。徳ツテ再興

者チ他家相績二關スル法則二俵ツテ律スルコトチ得ナイノハ勿論ノコトヲア

ラウ（大正二年七月七日大審院剣決民事判決録第十九輯六一四頁参照）。

昭和六年十一月四日法曹會決議一明治十七年第二十號布告二俵レバ軍身戸

主死亡叉ハ除籍ノ日ヨリ満六ケ月以内二跡相綾人チ定メ届畠チ爲サザル昌於

テハ其家ハ絶家ト爲ルベキモノナレバ民法施行前軍身戸主死亡シ其儘今日二

至リタルモノハ未タ“絶家ノ記載ナキモ其家ハ民法施行前麟二絶家ト爲リタル

モノト云フベキチ以テ相綾人未定ノ戸籍トシテ今日其ノ家督相績入選定ノ手

績靴爲ス・トテ得ザルモノトス。同趣旨一大正八年十月十日大審院判決、

民事列決録第二十五輯一入O一頁。
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m．他家相績権ノ享有

他家相績人タリ得ベキ者ノ資格二關スル問題ハ、便宜上、（1）

他家相績梅ヲ享有シ得ベキ者二關スル要件ト、（2）他家相績権ヲ

行使シ得ベキ者昌關スル要件トニ分ケテ考察スル。本項二於テ

ハ先ヅ、（1）ノ問題ヲ取扱ヒ、（2）ノ問題ノ・之ヲ次項r他家相績権

ノ行使」二於テ取扱フコトニスノレ。

（一）、生存者

他家相績権ヲ享有シ得《ミキ者ハ、他家相績梅登生ノ當時、生

存シテ居ノレ者デナクテハナラナイ（民一條）。即チ指定他家相績

ノ揚合二於テハ相績開始當時二生存シテ居ル者ナノレコトヲ要

シ、選定他家相績ノ場合二於テハ選定行爲當時二生存シテ居ル

者ナルコトヲ要スノン。從ツテ相績開始當時未ダ出生シテ居ラヌ

者叉ハ既二死亡シタ者ハ指定他家相績入タル資格ガナク、又選

定當時未ダ出生シテ居ラヌ者叉・・既二死亡シタ者ハ選定他家相

績人タノン資格グナイ。固ヨリ他家相績入タノレーミキ者ガ他家相績

行爲ヲ爲セバ、相綾ノ敷果ハ、相績法一般ノ原則二從ツテ、相

績開始ノ時二遡ツテ生ジ、他家相績人ハ相績開始ノ時ヨリ被相

綾人ノ家ノ戸主タリシコトト爲ルモノデアルカラ（民九八六條）、

選定他家相綾人タリ得ルガ爲メニハ、選定當時ノミナラズ相績

開始當時ニモ生存シテ居ル者デナクテハナラナイト云フコトニ

ハナラウ。從ツテ前章（II）ノr登記抹滑手績講求事件」二於ケル

ガ如ク㍉大正七年二出生シタ者ハ明治四十二年二開始シタ家
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督相綾二封シテ、大正八年晶其ノ家ノ家督相綾人トシテ選定サ

レル資格ハナイト云クコトニナラウ（鍛雫蓼嘉頁）。然シ民法第九百

八十五條ノ規定ヅ、元來他人マデモ連レテ來テ家督ヲ嗣ガセテ、

家ノ縫績ヲ圖ヲ度イト云フコトヲ其ノ立法趣旨トシテ居ノレモノ

デアルトシタナラバー斯クノ如キコトハ今日我國枇會ノ實情

カデ観テ甚ダ無意昧デモアルシ又之二關聯シテ多種多様ノ御家

騒動ガ誘起サレル所カラ立法論トシテ・・幾多ノ論議モアラウガ

（査華霧姦）一相綾開始當時生存シテ居ナカッタト云7コトダケ

デ、適當ナ近親親族ヲ被選定無資格者トシテ了7コトハ、却ツ

テ同條二依ル家督相績人選定制度ノ趣旨二反スルトモ云ヘヤ

ウ。ソコデ、他家相綾入トシテ選定サレタ上告人側デハr其ノ

選定當時ハ實在ノ人ヨリ之ヲ選マザルベカラザルコト勿論ナレ

ドモ遡ソテ相綾開始當時實在シタノレ入ノ内ヨヲ之ヲ選定セザノレ

ベカラザルノ法意ヲ窺フベキモノナシ」ト主張シタノデアツタ

ガ、途ヒニ大審院ノ容レル所デナカツタコトハ前述シタ通リデ

アノレQ

（ニ〉、胎児

民法第九百八十五條ノ規定二依ッテ、他家相績入二選定サレ

得ベキ者ハ相綾開始ノ當時及ビ選定ノ當時生存者デナクテハナ

ラヌト云ク原則二封スノレ唯一ヅ例外トシテ、胎見ノ利盆保護二

關スル民法第九百六十八條ノ規定一胎見ハ家督相綾二付テハ

既二生マレタルモノト看倣ス、前項ノ規定ハ胎児ガ死髄ニテ生
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マレタルトキハ之ヲ適用セズーガアル。或ヒハ、此ノ例外規

定ヲ以テ、法定相績人タノレコトニ關シテノミ其ノ適用アリト爲

堵モアルガ（響鉛繍墾舞主報吉賠鍛議編三）〔註〕、同條

立法ノ趣旨ヨリスルモ、叉同條ヲ受遺者二準用スル民法第千六

十五條ノ規定ヨブスルモ、此ノ例外規定ハ選定相綾人タルコト

ニ關シテモ、均シク其ノ適用アリト解スルノガ正當デアラウ

（大正五年十一月十一日法務局長同答大正八年一月二十五日昭和五年五月七日及ビ
同六年七月十五日法曹會決議大正七年四月十九日及ビ前揚大正＋一年六月二十七

晶義妻）〔謎〕。從ッテ、同條ノ適用ヲ受クベキ者ハ家督相績開始

ノ當時胎見タノレモノニ限ラレルト云7今日ノ見解カラ云ヘバ

（薙藤碧輪旦奉聾塑輔蒲誤義日）〔謁湘綾開始ノ當時

二於テ胎見ナル以上ハ、選定ノ當時傍ホ胎児ナルト既二出生シ

テ居ル者ナルトヲ問ハズ、貌レモ其ノ家督相績人二選定セラル

ルコトヲ得ルケレド千、相綾開始後二懐胎セラレタ胎見ナル以

上ハ、選定ノ當時傍ホ胎兇ナノント翫二出生シテ居ル者ナルトヲ

問ハズ、軌レモ其ノ家督相績人二選定セラルルコトヲ得ナイト

云7コトニナラウ。

　〔註〕。O明治三十七年＋二月＋日法曹會決議一一民法第九百六十入條ノ胎見ト

　　　ハ法定ノ推定家督相綾人タルベキ場合二限レルモノト解セザルベカラ

　　　ズ（法曹記事一五入號二〇頁）。

　　　O大正五年十一月十一日民第一五二三號法務局長同答一胎見チ相綾人

　　　二指定叉ハ選定スルコトチ得（霜山氏前揚書四入入頁）。

　　　O大正六年五月十入日大審院判決一民法第九百六十入條ハ家督相績開

　　　始ノ當時胎見タルペキ：者二限リi適用チi受クベキモノニシテ開始ノ當時

　　　既二出生シ居リタル者二封シテハ同條ノ適用ナキモノトス　（民事判決
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鎌第二十三輯八三一・頁）◎

O大正七年四丹十九日大審院判決一民法第九百入十五條昌所謂被相綾

入ノ親族ハ相綾開始當時生存シ叉懐胎セラレタル親族チ指樗ヲ其後昌

懐胎セラレテ出生シタル親族チ包含セザルモノトス　（民事鋼決録第二

十四輯七三五頁）Q

O大正入年一月二十五日法曹會決議一一被相綾人ノ親族叉ハ家族ハ殺相

宗壷人死亡ノ當時現存セザルモ懐月台セラレ居リタル者ナル出於テハ民法

第九百入十五條第一項ノ選定家督相績人タル資格テ有スルモノトス

（法曹記事第二十九巻四號一五頁）。

O大正九年七月三日法曹會決議一胎見ハ之チ家督相綾人二指定シ叉ハ

選定スルコトチ得ズ（法曹記事第三十巻九號五入頁）。

○大正十年三月七日大審院決定一民事剣決鎌第二十七輯四九九頁◎

O大正十一年六月二十七日大審院剣決一民事判例集第一巻七號三五三

頁。前章二一頁。

O昭和二年二月二十四同法曹會決議一民法第九百六十八條ハ家督相綾

開始當時二於ケル胎鬼ノ入格チ認メタル例外規定昌シテ家督相綾開始

以後二懐胎シタル胎鬼二漉用スルコトチ得ズ叉法定相綾ノ場合二付設

ケラレタル規定ナレバ選定相綾ノ場合二漉用スルコトチ得ザルモノト

ス故二民法第：九百入十二條ノ場合二於テハ第九百六十八條ノ漉用ナキ

モノトス（法曹會雑誌第五巻五號一四四頁）。

O昭和五年五月七日法曹會決議一一胎鬼ハ之チ家督相綾人昌指定叉ハ選

定スルコトチ得（法曹會雑誌第八巻七號一五四頁〉。

O昭和六年七月＋五日法曹會決議一胎見ハ之チ家督相綾入昌指定叉ハ

選定スルコトチ得此ノ場合届出ハ戸籍法第百二十七條チ類推シ第百三

十三條二依リテ之チ爲スベク戸籍簿ノ記載ハ戸籍記載例入十六二適宣

憂更チ加＾タルモノニ依ルベシ（法曹會雑誌第九巻九號八五頁）。

次二、胎見ハ之ヲ他家相績人トシテ指定シ得ルカ否カノ問題

ガアル。大正九年七月三日ノ法曹會決議ハ之ヲ溝極二解シタガ、
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昭和六年七月十五日ノ法曹會決議及ゼ大正五年十一月十一日ノ

法務局長同答ハ之ヲ積極二解シタ（薯福『穐）。思7二、生前行爲

二依ル指定二付テハ滑極読ヲ以テ正當トスベク、遺言二依ノレ指

定二付テハ積極読ヲ以テ正當ト信ズル。蓋シ生前行爲二依ル指

定ハ其ノ届出受理ノ時帥チ相績開始前二敷力ヲ生ズベキモ（民

九八○條）、胎児ハ相績開始前二於テハ生マレタルモノト看倣サ

ルルコトガナイカラデアル。之二反シテ、遺言昌依ル指定ハ遺

言ガ敷力ヲ生ジタ後轟遣言執行者ヨリ指定ノ屈出ヲ爲スベク

（民九八一條）、從ツテ右屈出ノ受理二因ツテ指定ガ敷力ヲ生ズ

ノレノハ常二相績開始後デアルカラデアル（民九八○條）。i斯クシ

テ、胎鬼ノ・屑出二依ツテノ・之ヲ家督相績入二指定スルコトヲ得

ナイガ、邉言二依ッテハ之ヲ家督相績人二指定スルコトヲ得ル

ト云フコトニナラウ。即チ遺言二依ツテ他家相綾人二指定サレ

タ胎見ハ、相績開始ノ當時ニモ勿ホ胎見デアノン場合タルト又ハ

相績開始ノ當時ニハ既二出生シテ居ル場合タルトヲ問ハズ、指

定他家相績人タリ得ル。但シ遺言執行者ガ指定ノ屈出（民九八一，

條戸一三三條一三五條）ヲ爲ス當時昌モ未ダ胎見ガ出生シテ居

ラヌ場合ニハ、右屈書ニハr指定セラレタル者ノ氏名及ビ本籍」

ヲ記載スルコトヲ得ナイカラ、指定セラレタル者ガ胎見ナル旨

及ビ母ノ氏名、本籍ヲ記載スレバ足リルト解ス（単翌署黎奢雛轟

灘
（三）、未懐胎児



58 他家相綾法概槻
相績開始ノ當時二於ケル未懐胎兜ガ指定他家相綾人ニモ、叉

選定他家相績入ニモ爲り得ナイコトニ付テノ・前述シタ通リデア

ル。從ツテ未懐胎児二關スル問題ハ、指定行爲ノ當時ニハ未懐

胎見デアツタガ、相績開始ノ當時ニハ豫期サレタ胎兜ヅ存スル

ト云フ様ナ場合若クハ右ノ胎兇ガ既二出生シテ居ルト云7様ナ

場合ニノミ生ジ得ル。例ヘバ婚姻二因ツテ他家二入リタル自己

ノ姉妹ノ將來ノ懐胎ヲ豫期シテ、未懐胎見ヲ家督相綾人二指定

シテ置イタ所ガ、相綾開始ノ當時二其ノ豫期サレタ胎児ザ存ス

ル場合二・・、右胎児ハ後二出生スルニ於テハ、相績開始當時二

遡ツテ指定他家相綾人タリ得ルヤ否ヤノ問題ガアラウ。此ノ場

合ト錐モ、本項（二）二述ベタ理論ヵラシテ、屈出二依ッテハ未

懐胎兇ヲ相綾入二指定スルコトヲ得ナイガ、遺言二依ル指定ハ

固ヨリ妨ゲナキ所デアラウ。

（四）、地家ノ戸主、他家ノ家族殊二法定ノ推是家督相績人、

　　女戸主ノ夫叉ハ有夫ノ婦

現二他家ノ戸主デアル者又ハ他家ノ法定ノ推定家督相綾人デ

アル者若クハ他家ノ家族タル女戸主ノ夫又ハ有夫ノ婦デアル者

ヲ家督相績人二指定シ、叉ハ選定スルコトヲ得ルカ。從來議論

ノ岐レタ所デアル。大正元年十二月二十七日民事局長同答ハ之

ヲ否定シ、大正八年五月二十八日民事局長同答及ゼ大正十一年

十二月十二日法曹會決議ハ之ヲ肯定シテ居ル〔謡〕。然シ本項

（一）二述ベタ所カラシテ、此等ノ者ト錐モ他家相綾権ハ之ヲ享
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有シ得ルガ、親族編ノ規定カラシテ此等ノ身分ヲ有スル者ガ他

家相績権ヲ行使スルコトニ關シテハ、特別ノ要件二從ハネバナ

ラヌト云フダケノコトデアラウ（次項「他家相績権ノ行使」参照）。

從ツテ、前章（1）ノ「登記抹潰手績講求事件」二於テ戸主二他

家相綾能力ヲ認メタコトモ（豊㌻姦）、叉同（V）ノr親族會決議

無敷宣言請求事件」二於テ他家二在ツテ妻タノレ被相績人ノ親族

‘モ民法第九百八十五條第一項ノ規定二依ル被選定資格ヲ認メ

如種（墾羨六）、共提認セラ択キ糊デアラウ（難篁峯

入月二十日東京控訴院判決、大正四年五月二十日大審院判決一本章（1）四〇頁以
下。前章（1）二於ケル第二審列決一一前章一五頁。前章（V）二於ケル第一審鋼決

一法律新聞四八六號二一頁。明治三十九年四月十三日札幌地方裁剣所判決一法
律新聞三七六號九頁。明治四十一年五月＋三日長崎控訴院剣決一最近剣例集三巻

養）。

　〔註〕。O大正元年十二月二十七日民第五七七號民事局長同答一一現昌戸主（民

　　　法第九百入十五條第一項ノ場合チ除ク）法定ノ推定家督相績人（民法第

　　　七百四十四條第一項但書ノ場合チ除ク）叉ハ有夫ノ嬬タル者ハ之チ家

　　　督相績人二選定又ハ指定スルコトチ得ザル儀ト思考致候此段及同答候

　　　也（霜山疏前揚書四八六頁）。

　　O大正入隼五月二十八日民第一二二六號民事局長同答一他家ノ戸主、

　　　法定ノ推定家督相綾入叉ハ有夫ノ婦ト難之チ家督相績人二選定叉ハ指

　　　定シ得ルコトニ省議憂更相成候條右ニテ御了知相成度此段及同答候也

　　　（霜山氏前掲書四八八頁）。

　　O大正十一年十二月十二日法曹會決議一他家ノ戸主、法定ノ推定家督

　　　相練人、有夫ノ婦ト錐家督相績人トシテ之チ指定ヌ，ハ選定スルコトチ

　　　妨グルモノニアラズ（法曹會雑誌第一一巷一號二一｛一頁）Q

（五）、外國人、法人、訣格者、被塵除者
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　外國人叉ハ法人ハ家督相績能カヲ敏クカラシテ、何レノ家ノ

家督相績入ニモ指定又ハ選定セラルルコトヲ得ナイノハ勿論デ

アラウ（民九六四條戸九條）。

　家督相績人タルコトノ歓格二關スル民法第九百六十九條ノ規

定ヅ、法定、指定又ハ選定ノ家督相綾入タルコトニ關シ、均シ

ク適用アルベキモノナルコトハ、今日學説判例共二殆ンド異論

ガナイ（叢襲宅型養姦雫き担整塗吾査票）。從ッテ歓格者ハ當該被相績

人二封シテハ、指定叉ハ選定二因ツテ、其ノ家督相綾人タルヲ

得ナイ。

　屡除サレタノデ現二他家二在ル被屡除者ヲ、腰除ノ請求ヲシ

タ被相績人ハ、其ノ屡除ノ取浩ヲ爲スコトナクシテ、家督相績

人二指定スルコトヲ得ルカ。又親族會ハ之ヲ家督相績人二選定

シ得ベキモノナルカ。屡除ハ推定家督相績入ノ推定相績順位ヲ

奪フノミデ、全然其ノ相績資格ヲ奪フモノデハナオト云フ通説

カラ云へ適贈子懲誤吉…早婁醗匙塵羅羅羅諜箏蒲

氏前揚書四入入頁。明治三十七年七月九日、大正十三年三月五日及ビ大正十四年二
月十入日法曹會決議、法曹會雑誌第二巻五號一一〇頁、同第三巻四號八八頁。大正

轟籠鑛呈轟轟鞍塑羅蓋講讐聾充羅晃肇）、積極説ガ

成立ツデアラウガ、叉異説ガナイデモナィ（邊建昏轟撃磨墜萱諜轟

製藝醗義雑蕪狙羅繭肇攣墜藻i…髪））。

　IIII．他家相績権ノ行使

　他家相績ノ場合二於テハ、相績ノ開始アノレモ、被指定者叉ハ

被選定者ハ未ダ被相績人ノ家ノ家督ヲ相綾スルコトヲ得ズシ
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テ、軍二法律ノ規定スル相績ノ敷果ヲ享受センガ爲メニ被相績

人ノ家二入ルコトヲ得ノレ権利（他家相績権〉ヲ有スルニ止マルベ

キコトハ、前述シタルガ如クデアノレ。然ラバ、他家二在ル被指

定者叉ハ被選定者ハ、如何ニシテ此ノ権利ヲ行使シテ（他家相

績行爲）、以テ其ノ他家ノ家督ヲ相績スルニ至ルベキカ。次二場

合ヲ別ケテ之ヲ説明スル。

（一）、被指定者叉ハ譲選定者ガ自家ノ戸主ナル場合

戸主ガ他家相績ヲ爲スニハ、適法二陰居ヲ爲シ又ハ民法第七

百六十二條ノ規定スル所二從ツテ自家ヲ屡スルコトヲ要ス。民

法ハ戸主ガ隠居叉ハ屡家ヲ爲サズシテ他家相績ヲ爲スモ、他家

相績行爲ノ時二於テ慮居ヲ爲シ叉ハ磨家ヲ爲シタルモノト看倣

スコトハナイ（民七五四條II墾照）。從ツテ如何ナル場合ト雛モ、

戸主ハ腰居叉ハ屡家ヲ爲ス晶非ザレバ他家相績ヲ爲スコトヲ程

ナイト云フコトニナラウ。固ヨリ腰居叉ハ屡家ト他家相績行爲

トハ別個ノ法律行爲デハアルガ、而モ膿居叉ハ磨家ヲ爲スニ非

ザレ・“戸主ハ他家相績ヲ爲スコトヲ得ナイモノデアノレコト、前

述シタ如クデアノレカラ、隠居叉ハ塵家ヲ爲シテ他家相績ヲ爲シ

テモ、後日其ノ膿居又ハ塵家ガ無敷ナリシトキ若クハ取溝サレ

タトキニハ（慶屡豪⊇摩箏」警浴茗焉影塑曵三藍堅礫叉〉、他家相綾行爲

モ亦其ノ敷力ヲ獲ジテ初メヨリ無敷ナリシコトト爲ラザルヲ得

ナイ〔註〕。

　〔註〕。大正十二年六月六日大審院剣決一家督相績二因リ戸主ト爲リタル者ハ
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療則トシテ其ノ家チ塵スルコトチ得ズ。唯本家ノ相綾叉ハ再興其ノ他正當ノ

事由アルトキニ限リ裁凋析ノ詐可チ得テ膜家チナシ得ベキコトハ民法第七百

六十二條第二項ノ規定スル所昌シテ畢党同條ハ我邦古來ノ習俗タル組先ノ祭

混チ絶タザラシメントノ趣旨二外ナラズ。從ツテ本家ノ相綾叉ハ再興其ノ他

正當ノ事由アル場合判爲ス塵家ハ裁判所ノ許可チ得タルトキ始メテ其ノ敷カ

ヲ・嚢生スルモノト云ハザルベカラズ…・假令戸籍二本家相績ノ爲メ昌分家チ

塵シ本家二入リタル旨ノ記載アリトスかモ塵家チ爲スニ當リ叙上民法所定ノ

裁剣所ノ許可チ受ケザリシ以上ハ法律上其数カナク從ツテ之ト不可分ノ關係

チ有スル本家入籍ノコトモ亦其ノ敷カナキモノト爲スベキハ當然ナリ（民事

鍋例集第二巻入號三七二頁）。

　戸主ガ他家相績ヲ爲スタメ隠居ヲ爲シタ場合二於テハ、其ノ

者ハ次ノ（二）二述ブル所二從ツテ、新戸主ノ同意ヲ得ル昌非ザ

レバ他家相績ヲ爲スコトヲ得ナイ（民七四三條）。蓋シ隠居者ハ

慮居後二於テハ自家ノ家族ト爲ノレカラデアノン。又戸主ガ他家相

績ヲ爲ス爲メ屡家ヲ爲シタ場合二於テハ、其ノ者ハ塵家ヲ爲ス

ト同時二他家相績ヲ爲サネバナラナイ〔註〕。蓋シ我民法ハー瞬

問タリトモ家ナキ者ノ存在ヲ許サナイヵラデアル。而シテ他家

相績行爲ハ、後述スルガ如ク、一定ノ相手方ナキ不要式ノ行爲

デアルカラ、屡家ノ屈出ヲ爲セバ、他家相績二關スル別段ノ意

思表示ヲ爲サズトモ、其ノ塵家ノ屈出ヲ爲シタコトニ依ツテ、

他家相績ノ意思ヲ表示シタモノト認メ得ベキ場合グ多ヵラク。

蓋シ屡家ノ屈出ニハ必ラズ駿家者ガ入ルベキ家ノ戸主ノ氏名即

チ此ノ場合二於テハ被相綾人ノ氏名及ビ本籍ヲ記載スルコトヲ

要スルカラ（戸一四三條）。但シ此ノ場合ト錐モ其ノ屈出ハ屡家
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ノ屈出デアツテ、腰家及ど他家相績ノ屈出デハナイ。從ツテ此ノ

揚合二於ケル腰家ノ屈出ヲ以テ、或ヒハ他家相綾行爲ノ方式デ

アルト解シタリ、或ヒハ地家相績行爲ノ屈出ヲモ乗ネタモノデ

アルト解シタリスルノハ、勿論不當デアルト云ハネバナラナイ

（蒸轟醸馨馨礫奨響量）．

〔註〕。名古屋市中匠戸籍吏稟伺（明治四十五年六月二十入日戸襲第入入九號）

四　甲市本籍人（分家戸主）ガ乙村二本籍チ有スか被相綾人ノ家督相綾人昌選

定（叉ハ指定）セラレ慶家ノ上相綾届出チ爲スニ當リ其相綾人ハ本籍地タか甲

市二居住シ乙村二所在アラザルチ以テ塵家届ハ甲市戸籍吏二：爲サザかチ得ズ

相綾二付テハ乙村戸籍吏二届出ヲ・要シ廉家ト相績ト同時二屈出ヅルコト能ハ

ズ此場合康家厨ノミ甲市．戸籍吏二於テ受理スかモ差支＾ナキヤ右二付テハ塵

家ト相綾トハ必ズ同時二届出チ要：スベキニ付旗家者ガ乙村二所在セザかモ塵

家ノ届出ハ乙村戸籍吏二爲スチ要シ随テ膜家厩ニハ届出人ノ所在地ノ記載チ

婁セズトノ訊アリ何レニ取扱フテ相當トスルヤo

ヲ　屡家ト入籍トハ同時二屈出テ相當トスルモ厨出入所在地ノ關係上戴個ノ

届出チ同時二同一ノ戸籍吏二爲スコトチ能ハザル爲メ展出地チ異ニスか場合

二在ツテモ屡家ノ届出ガ入籍属ヨリ後レザルトキハ載個ノ．層出ハ有敷ト解ス

ベキヤo

　　　民事局長同答（大正元年入月二十三日民第二五一號）

第四項　前段貴見ノ通

第五項　貴見ノ通　（霜由氏前揚書五九頁）

但シ此ノ同答ガ他家相縛行：爲チ以テ戸籍法第百二十五條ノ届出二依シベキ要

式行：爲ナリト解シタノハ不合理ノ標二思ハレル（後段「他家相縷行爲ノ方式」

参照）。

禽ホ此ノ鮎二關シテハ、大正入年三月十四日大審院判決（民事列決録第二十五

輯四三三頁）、大正五年九月十一日民第四入五號法務局長同答（霜山氏六五頁）

参照。
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意思能力アノレ未成年戸主ガ他家相績ヲ爲スニノ・、親権ヲ行7

父若クハ母叉ハ後見人ノ同意ヲ得ルコトヲ要スルカ。此ノ織二

關シテハ何等特別ノ規定ガ存シナイコト及ビ民法第四條ハ身分

上ノ行爲ニハ適用ガナイト云7通説二從ヘバ、而シテ他家相綾

ヲ爲ス爲メニスル慮居又ハ屡家二關シテハ、既二同意不必要論

ガ是認サレテ居ルガ故二〔註〕、此ノ場合二付テモ同意不必要論

ガ學界二成立チサウニ見エル。尤モ他家相績行爲論ソノモノガ

未ダ曾テ殆ンド問題トシテ取上ゲラレタコトスラナイ今日、此

ノ織二關スル學者ノ見解モ固ヨリ明自デアラウ筈ハナイガ。然

シ此ノ場合二關シテハ、未成年ノ家族ガ他家相績ヲ爲ス場合二

關スル民法第七百四十三條第一項但書ノ規定一家族ハ戸主ノ

同意アルトキハ他家ヲ相績スルコトヲ得但未成年者ハ親権ヲ行

フ父若クハ母叉ハ後見入ノ同意ヲ得ルコトヲ要スー一ガ類推適

用セラルベ：キデハアルマイカト思7。蓋シ未成年者ガ地家相績

ヲ爲スコトニ關シテ、親権者又ハ後見人ヲシテ之ヲ監督セシム

ルノ必要ハ、他家相績ヲ爲ス者ガ家族デアルト戸主デアノレトニ

依ツテ、何等差異アノレベキデハナイカラデアノレ。而シテ此ノ親

権者又ハ後見人ノ同意ナクシテ爲サレタ他家相績行爲ハ軍二取

漕シ得ベキモノデノ・ナクシテ、當然二無敷デナケレバナラナイ。

蓋シ民法第七百四十三條第一項二規定スル同意ハ所謂監督同意

デアツテ、民法第四條ノ同意トハ其ノ性質ヲ異ニスルカラデア

ノシo
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但シ、未成年者タル戸主ノ場合ト異り、禁治産者タノレ戸主ガ

其ノ心紳ノ同復セル際他家相績ヲ爲スニハ、其ノ後見人ノ同意

ヲ得ルコトヲ要シナイ。蓋シ禁治産者タル家族ガ、其ノ後見人

ノ同意ヲ得ノレコトナクシテ、他家相績ヲ爲シ得ルヵラデアノレ

（民七四三條1）。之ト同様二、準禁治産者タノレ戸主ガ他家相績ヲ

爲スニモ亦其ノ保佐人ノ同意ヲ要シナイ。

　〔註〕。　隠居二關シテハ明丈モアかシ（民七五六條）、昭和二年十一月二十六日大

　審院列決ハ準禁治産者ガ隙居チ爲スニモ保佐人ノ同意チ婁セヌト爲シタ　（民

　事剣例集第六巻十一號六一・七頁）。屡家二關シテハ反鉗ノ見解モアルガ（大正

　十三年十二月二十二日民第一二四四入號民事局長同答一通牒録一〇〇六頁。

　昭和三年五月二＋四日法曹會決議一渋曹會雑誌第六巻七號一二六頁）、今日

　デハ同意不必要論ガ通説ニナツテ居か　（大正十三年入月六日大審院鋼決一

　民事判例集第三巻九號三九五頁。大正三年六月＋三日法曹會決議一法曹記

　事第二十五巷二號七一頁。穗積重遠博士現代法學全集第二十巻二五七頁。柳

　川勝二氏親族法婁論一三五頁）Q

（二）、被指定者叉ハ被選沌者ガ自家ノ家族ナル場合

　家族ガ他家相績ヲ爲スニハ、自家ノ戸主ノ同意ヲ得ルコトヲ

要シ、若シ其ノ者ガ未成年者ナルトキハ親権ヲ行フ父若クハ母

叉ハ後見人ノ同意ヲモ得ノレコトヲ要スル（民七四三條1）。但シ禁

治産者又ハ準禁治産者ガ他家相績ヲ爲スニハ、後見人叉ハ保佐

人ノ同意ヲ得ルコトヲ要シナイ。而シテ此ノ場合二於ケノレ戸主

叉ハ親権者若クハ後見人ノ同意ハ所謂監督同意デアルヵラ、之

ヲ歓クトキハ他家相綾行爲ノ無敷ヲ來スベキコトハ前述シタ通

リデアノレ。
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但シ指定若クハ選定セラレタ者ガ家族デアツテモ、其ノ者ガ

有夫ノ婦叉ハ女戸主若クハ法定推定家督相績人ノ夫デアルドキ

ハ
、
婚
姻 ヲ解浩セシメテ妻又ハ夫タル地位ヲ脱シタ後デナケレ

バ、他家相績ヲ爲スコトヲ得ナイ〔註〕。蓋シ夫婦ハ其ノ家ヲ異

ニスルコトヲ得ナイカラデアル（民七四五條七八八條）。又家族

ガ自家ノ法定推定家督相綾人デアルトキハ、磨除ヲ受ケテ其ノ

地位ヲ去ツタ後デナケレ・“、他家相績ヲ爲スコトヲ得ナイ（民

七四四條1〉。但シ分家ノ法定ノ推定家督相綾人ガ本家ノ戸主ヵ

ラ其ノ家督相績入二指定サレテ其ノ家督相績ガ開始シタ場合若

クハ親族會二依り本家ノ家督相績人二選定サレタ場合ニヘ屡

除ヲ受ケテ其ノ地位ヲ退ク手績ヲセズトモ、他家タル其ノ本家

ヲ相績シ得ルノハ勿論デアル（尉條1但書）g

　〔註〕。大正十一年五月十六日民第二四六一號民事局長同答一有夫ノ嫌ガ他

　家ノ相績人二指定セラレタ1レ場合妻ハ夫ガ他家二入1レコトチ得ベキ場合二限

　り相績チ爲スコトチ得（霜山氏前揚書四八九頁）。

（三）、被指定者叉ハ被選定者ガ慧思無能力者ナル場合

意思能カナキ者ガ他家ノ家督相績人二指定又ハ選定サレタ揚

合ニハ、他家相綾行爲ハ其ノ親権者又ハ後見入二於テ意思無能

力者二代ッテ之ヲ爲スコトヲ得ルモノナルカ。此ノ問題ハ、實

際問題トシテハ、被指定者又ハ被選定者ガ自家ノ家族ナノレ場合

ニノミ生ズル。蓋シ被指定者又ハ被選定者ガ戸主ニシテ意思無

能力者ナルニ於テハ、他家相綾ヲ爲ス爲メノ隠居又ハ塵家スラ
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之ヲ爲スコトヲ得ナイカラ他家相績ノ問題モ亦生ズル余地ガナ

イコトーナラウ（薔辮．

元來身分上ノ行爲ハ、其ノ性質上、本人自ラ之ヲ爲スヲ以テ

原則トスベキモノデアツテ、親権者叉ハ後見人二於テ無能力者

二代ツテ之ヲ爲シ得ベキ場合ノ・、法律二特別ノ規定アル場合二

限ラレルト去7普通ノ見解二從ツテ、特別ノ規定ナキ他家相績

行爲ハ、他家相績入タルベキ者自ラ之ヲ爲スコトヲ要シ、親権

者又ハ後見入ト雛モ無能力者二代ツテ之ヲ爲スコトヲ得ナイト

云フ主張ハ、前章（m）ノ事件二於ケル抗告入側ノ見解デアツ

タ（驕塁勘野講隻謬藷望卿騨馨耀隻蕪髭顯）〔註〕。

　〔註〕。O明治三十二年三月十三日民刑第二四一九號民刑局長同答一意思能カ

　　　ナキ未成年ノ家族ハ他家チ相綾シ、分家チ爲シ叉ハ旗絶シタ7レ本家、

　　　分家、同家其他親族ノ家チ再興スァレコトチ得ザ7レ儀ト思考ス此段本官

　　　ヨリ及同答候也（通牒録二七八頁）Q

　　O明治三＋二年十月二日民刑第一五四七號民刑局長同答一民法第七百

　　　四十三條但書ハ他家相績、分家叉ハ塵絶家再興チ爲サントスル家族ガ

　　　未成年ナ7レ場合二漉用スベキ規定ナリ（戸主ガ未成年ナノン場合二於テ

　　　家族ガ分家等チ爲ストキハ民法第入百九十五條第九百三十四燦第一項

　　　二俵り親椹者叉ハ後見人ノ同意チ受クベシ）然か出戸主及ど親櫨者叉

　　　ハ後見人ハ家族ノ他家相綾、分家叉ハ旗絶家再興二付キ未成年者チ代

　　　表スベキ規定ナク軍・二未成年者ノ行爲二同意チ與フルニ止マルコト：右

　　　民法第・七百四十三條ノ規定セル所ナルガ故二意思能カチ有セザル未成

　　　年者ハ到底他家相績、分家叉ハ旗絶家再興チ爲スベカラザル儀ト思考

　　　ス此段及同答候也（通牒録三三七頁）。

然シ此ノ抗告人側ノ主張ノ・、第二審二於テモ叉大審院昌於テ
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モ、結局容レラレナヵツタガ、ソレハ決シテ抗告人側ノ主張ヲ

正面カラ排斥シタモノデノ・ナカツタ。蓋シ抗告論旨二封立シテ、

他家相績行爲ソノモノニ付テ親権者叉ハ後見入二法定代理ヲ認

ムベキデアルト云フ見解ガ成立ッタガ爲メデハナクシテ、或ヒ

ハ他家相績行爲ソノモノノ存在ガ否定サレタガ爲メニ（第二審

決定）、或ヒハ他家相績行爲ガ相績ノ承認行爲二他ナラナイト解

サレ、從ツテ審議ノ中心ガ承認行爲ノ法定代理ノ問題即チ民法

第八百八十六條同第九百二十九條同第千十九條ノ問題二移ッタ

ゾ爲メデアツタカラデアル（大審院決定）。大審院ハ前章（II∬）

ノr慮居許可請求事件」二於テモ、丁度之ト岡様ナ考へ方ヲシテ、

他家相績行爲タルr承認」帥チ他家相績入タルコトノ承認ヲ相績

ノ承認ト解シテ、親権者二其ノ法定代理ヲ認メルニ至ツタ（聖肇

票以）。而モ大審院ノ此ノ見解ハ學界二於テ有力ナ支持ヲ得テ居

・ゆラ（灘華緊嘉鍵纂聾灘鯉繋）果楡婁覇高盤壁欝

諺蕪巻）域ヒハ此ノ考一方ガ今日嶺ケノ樋説デアノ効モ知

レナイ〔謡〕。

　〔註〕。大正四年七月七日民第六三入號法務局長同答一一意思能カナキ未成年

　者ガ選定叉ハ指定二因り他家チ相綾スル属出ハ其ノ親穰者ヨリ屈出チ爲スコ

　　トチ得（長島氏前掲書三六九頁）。同趣旨。大正十四年十一月四日法曹會決議

　　（法曹會雑誌第四巻一號一一九頁）。

　思フニ、他家相績行爲ソノモノノ存在ヲ否定スベキデナイコ

ト揃述ノ如クデアルシ（翻操）、又他家鞭行爲瑚綾ノ承

認行爲トハ全然別個ノ観念二属シ從ツテ爾者ハ之ヲ明カニ匠別
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セネ・サラヌコ随後述ノ妙デア浴シタナラペ欝曜漏

暫袋壷方）、之ヲ前提トシテ導キ出サレタ結論ガ、是認セラルベ

キ限リデナイコト・・理論上當然ノ騰結デアラウ。然シナガラ叉、

抗告論旨ノ如クニ、他家相績二關シテハ特別ノ規定ガナイカラ

ト云ツテ、直チニ親権者叉ハ後見人二法定代理ヲ認ムベキデナ

イト説クノモ亦決シテ正當デハナイ。蓋シ身分上ノ行爲二付テ

ハ特別ノ規定ガナイ以上ハ、親権者叉ハ後見入二法定代理権ナ

シト云7通説ハ、直接ノ規定ハナクトモ、他ノ規定カラシテ親

権者又ハ後見人二法定代理権ヲ認メタ方ガ民法全膿ノ趣旨二合

スルト云7様ナ場合デモ、筒ホ法定代理権ノアノレコトヲ推側シ

テハナラナイト云7主張デノ・ナカツタカラデアノレ。斯クシテ、

他家相績行爲ノ法定代理ヲ推側シ得ルモノトシテ、現行法上、

相績ノ拠棄二關スル法定代理（民八八六條5、九二九條一二條

1、6、一〇一九條）ト、遺言二依ノレ幼年養子縁組（民八四三條

八四八條戸九〇條）トヲ墨ゲ得ル。

勿論、他家相績権ヲ行使スルコトガ所謂相績ノ承認デアリ、

他家相績権ヲ拗棄スルコトガ所謂相績ノ抱棄デアノント云フノデ

ハナィガ、現行法上、無能力者ノ爲メニ翫二登生シタ相績ノ敷

果ヲ否認シ又ハ確認スルコトガ其ノ親権者又ハ後見人二許サレ

テ居ルナラバ、相績ノ敷果ヲ享受センガ爲メニ被相績人ノ家二

入リテ相績入ト爲ルコトニ付テモ、法定代理ガ許サレテモ、差

支ヘナイ檬二思ハレル。又被相績人ガ遺言二依ツテ他家二在ル
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十五年未満ノ者ヲ養子トシテ指名シタ場合二於テ父母二代承諾

ガ許サレテ居ルナラノ“、ンレト略ボ同一ノ結果ヲ齎ラス他家相

績行爲ノ法定代理モ之ヲ認ムベキデハナカラウカ。蓋シ家督相

績人タルペキ者ヲ他家二求ムルニ當ツテ、其ノ家督相績人タル

ベキ者ガ十五年未満ノ場合デアルト、遺言二依ル養子縁組デハ

父母二代承諾ガ認メラレテ居ル爲メ、其ノ目的ヲ達スルコトガ

出來テモ、家督相績入ノ指定又ハ選定デハ他家相績行爲ノ法定

代理ガ認メラレナイトスレバ、其ノ目的ヲ達スルコトガ出來ナ

イト云フコトニナツテ、頗ル権衡ヲ失スルコトニナルカラ。而

モ、養子縁組ト相績入ノ指定又ハ選定トデハ、被相績人ト相績

入トノ問二親子關係ヲ生ゼシムルヵ否カノ差異ハアツテモ・之

ガ爲メニ、死後二於テ初メテ親子關係ヲ生ズル遺言養子縁組二

限り父母ノ代承諾ヲ許サネバナラナイト云フ特別ノ理由ハ生ジ

テ來ナイカラデアルQ

斯クシテ、通説タル大審院ノ見解ニモ、抗告論旨ニモ、又第

二審決定ノ見解ニモ反シテ、被指定者又ハ被選定者ガ意、思能力

ナキニ於テハ、親椹者又ハ後見人ガ代ツテ他家相績行爲ヲ爲ス

ベク、又意思能力アルニ於テノ・、本人二於テノミ他家相績行爲

ヲ爲スベキモノデアルト解ズルノガ、現行法上至當ナノデハア

ルマイカト思フ。勿論、立法論トシテハ、民法改正要綱ガ養子

タルベキ者ノ利盆ヲ無覗シテ縁組ノ行ハレルコトヲ阻止スル爲

メ幼年養子制度二制限ヲ加ヘタト同様ナ制限ヲ、此ノ場合二於



第三章他家相績権
7ユ

テモ必要トスノレモノデハアラウガ〔謡〕。

　〔註〕。　O親族法改正要綱第二十一縁組ノ許可

　　　未成年者チ養子卜爲スニハ、家事審判所ノ許可チ受クベキモノトスル

　　　コトQ
　　　O意思能カナキ未成年者ト錐モ其ノ法定代理人二依ツテ他家相綾チ爲ス

　　　コトチ得ト云フ先例トシテハ、明治三十二年十月十三日民刑第一七六

　　　五號民刑局長同答（通牒録三四入頁）、明治三十三年二月一日民刑第一

　　　三三號民刑局長通牒（同書三六九頁）及ビ大正七年十二月七日法曹會決

　　　議（法曹記事第二十九巷第入號二四頁）チ撃ゲルコトガ出來ルー勿論

　　　之二封シテハ反封ノ先例モアツタガ（本章六七頁）。而シテ其ノ論旨二

　　　至ツテハ軍二相綾ノ承認二關スル法定代理ノ規定チ引用スルタ渉デ必

　　　ズシ’モ明瞭ヂハナイo

（四〉、他家相績行爲ノ方式

　他家相績行爲ハ他家相績入タルベキ者ガ形成権タル他家相績

灌ヲ行使シテ、法律ノ規定スノレ相績ノ敷果ヲ享受センガ爲メ昌、

被相績入ノ家二入ルコトヲ目的トスル輩濁行爲デアルコトハ前

蓮シタ通リデアル。然ラバ、此ノ他家相綾行爲ハ何人二封シテ、

又如何ナル方式二從ツテ爲サルベキモノデアラクカ。此ノ織二

關シテハ、先例（算幾瑠賠墾膿）カラ推論シテ大膿三ツノ學読

ガ豫想サレ得ル。

　第一説ハ、民法及ビ戸籍法二何等特別ノ方式ヲ規定シテ居ラ

ナイコトカラシテ、他家相績行爲ヲ以テー定ノ相手方ナキ且ツ

不要式行爲デアルト爲スモノデアル（勇義讐黙謬姦）〔註〕。從ツ

テ此ノ説二依レノ“、他家相績ノ意思ガ何等カノ方法デ外部二表
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示サレレバ直チニ其ノ敷カヲ生ズルモノデアツテ、其ノ表示ノ

明示的タルト獣示的タルトヲ問ハナイト云フコトニナラク。第

二説ハ、民法及ビ戸籍法ガ家籍ノ墾動ヲ生ズベキ行爲ハ、概ネ

之ヲ戸籍吏二封スル屈出二依ルベキ要式行爲ト爲シテ居ノレコト

ヵラシテ、他家相績行爲モ亦戸籍法第百二十五條ノ屈出（相綾

屈出）二依ルベキ要式行爲デアルト爲スモノデアノレ。從ツテ此

ノ説二依レバ、同條ノ相績屈出ヲ以テ他家相績入タルベキ者ガ

他家ノ家督ヲ相績スル旨ノ意思表示デアルト爲ス。第三説ハ、

地家相績行爲ヲ以テ相綾ノ承認行爲ナリト解シ、從ツテ其ノ方

式ハ其ノ爲スベキ輩純承認叉！・限定承認二關スル法則二依ツテ

定マルベキモノデアルト爲ス。

　〔註〕。　同事件二於〃ル第二審決定ハ、他家相綾行爲不存在ノ理由ノーチ、民法

　其他ノ法令二其ノ方式二關スル規定ノナイコトニ求メテ「身分上ノ重要ナル

　法律行爲ハ法律ハ概ネ之チ要式行爲ト爲シ戸籍法非訟事件手綾法等二於テ其

　ノ嚴格ナル方式チ規定セルニ拘ラズ家督相績二付キテハ戸籍法第百二十五條

　以下二於テ軍二事實トシテノ家督相綾二付キテノミ局出ノ方式チ規定シ法律

　行爲トシテノ家督相綾二付キテ何等規定スルトコ・無キニ徴スルモ法律ガ常

　二家督相綾チ以テ法律行爲ニアラザルモノト爲シタル趣旨ハ明白ユシテ云

　々」ト訊イテ居ル（法律新聞第二五四四號一一頁）。

　思7二、第二説ハ翫成ノ事實トシテノ家督相績屈出ト意思表

示ノ方式トシテノ他家相績行爲届出トヲ混同シテ居ルシ、第三

説ハ相績入ガ既昌被相績人ノ権利義務ノ包括的承縫ヲ爲シタル

コトヲ前提トスル意思表示（帥チ相績人ト爲ツタ者ノ爲ス意思

表示）ト相綾人タルベキ者ガ被相績人ノ権利義務ノ包括的承縫
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ヲ招來セシムル爲メノ意思表示（即チ相績人ト爲ル者ノ爲ス意

思表示）トヲ混同シテ居ル（民一〇一七條以下）。從ツテ、實際問

題取扱ノ上晶於ケル便宜ノ問題ハ暫ラク之ヲ措キ、理論ノ問題

トシテハ第一説ノ正當ナルコト疑ヒハナィ。但シ家ヲ異ニスル

者ヲ家督相績人二定メ・其ノ者ノ軍純承認（榛ラ毒言）又ハ承認

（塁茜諜予墜霧答七）ヲ得ルコトニ依ツテ、戸主ガ隠居ヲ爲ス場合二

於テハ、民法第七百五十七條二規定スル家督相綾人ノ爲ス屈出

ハ
、
他 家相績行爲ノ方式ヲ規定シタモノデアノレカラ、此ノ場合二

限り他家相績ノ意思ハ、隠居ノ屈出晶依ツテ之ヲ戸籍吏二封シ

表示スルコトヲ要スト解スル。蓋シ民法第七百五十七條ガ「隈

居ハ癒居者及ビ其家督相績入ヨソ之ヲ戸籍吏二屈出ツルニ因リ

テ其敷力ヲ生ス」ト規定シタノハ、隠居ガ家督相績ヲ開始セシ

ムルニ至ル行爲デアルニ鑑ミ、家ノ存績ノ爲メニ、隠居ガ敷力

ヲ生ズノレト同時二其ノ被指定者ヲシテ確定的二隈居者ノ家ノ戸

主タラシメントシテ、他家ノ相績入タルコトノr承認」即チ池家

ヲ相績スル意思ハ、必ズヤ隈居ノ屈出二依ツテ之ヲ表示スルコ

トヲ要スト爲シ、若シ之二反スルトキハ慮居モ其ノ敷力ヲ生ジ

得ヌトノ趣旨二解繹スベキモノデァノレヵラデァル（歪蓼姦）。斯

クテ、同條ハ慮居者及ゼ其ノ家督相績人ノ双方ヲ以テ隠居ノ屈

出入タラシムルノ趣旨デハナクシテ、隠居ノ屈出入ハ腰居者ノ

ミデアツテ、家督相績入ハ自己ノr承認」行爲即チ他家相績行爲

ノ屈出人デアルト解スベキモノデァラウ。從ッテ、同條ヨリシ
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テ隠居輩濁行爲読ヲ否定シテ、慮居ヲ以テ隈居者ト其ノ家督相

綾入トノ合同行爲又ハ契約デアルト爲ス所謂合同行爲説叉ハ契

約説誠立ツト云襯明一（灘鵡類羅釜纏登）、到底承認

シ難イ。

之ヲ要スルニ、腰居二因ル他家相績ノ場合二於テハ、他家相

績人タルベキ者ノ爲ス他家相績ノ意思表示ハ、権居者ノ慮居ノ

意思表示ト共二、一個ノ屈出ヲ以テ戸籍吏二封シテ之ヲ表示ス

ノレコトヲ要スルガ、薩居以外ノ事由二囚ル他家相綾ノ場合二於

テハ、他家相績入タノレベキ者ノ爲ス他家相綾ノ意思表示ハ相手

方ナキ不要式ノモノデアルト云フコトニナラク。立法論トシテ

ハ、慮居ノ場合ト同ジク、戸籍吏二封スル届出二依ルベキ要式

行爲ト爲スベキデアル。

（五〉、他家相績行爲ノ敷果

他家相綾ノ場合二於テハ、家督相績入ノ指定ガ、戸籍吏二封

スル屈出二依ツテ爲サレタ場合デアルト、又遺言二依ツテ爲サ

レタ場合デアルトヲ間ハズ、家督相績ニシテ開始セラルルニ非

ザレバ、未ダ被指定者ノ爲メニ他家相績櫨ハ登生シナイコト及

ビ家督相績ノ開始アルモ、被指定者ハ未ダ他家相績ヲ爲スニ至

ラズシテ、軍二他家相績ヲ爲ス爲メ晶被相績人ノ家二入ルコト

ヲ得ノy他家相績権ヲ有スルニ止マルベ：キコトノ・前述シタ通リデ

アル。叉民法第九百八十五條第一項ハ軍二被選定者ノ資格ヲ規

定シタルニ止マルガ故二、假令、此ノ被選定資格ヲ有スル者ガ
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唯ダー人シカナイ場合デアツテモ、選定行爲前二於テハ此ノ者

ノ爲メニ他家相績権ハ存シナイコト及ゼ選定行爲ハ家督相績開

始後ニノミ行ハレ得ノレモノデアツテ、選定行爲ガアレバ、鼓二

始メテ被選定者二、地家相績ヲ爲ス爲メニ被相綾人ノ家二入ル

コトヲ得ノレ他家相績権ヲ登生セシムルモ、選定行爲ガアツタダ

ケデハ、未ダ他家相綾ヲ爲スニ至ッテ居ラナイコトモ亦前述シ

タ通ツデアル。

從ツテ、被指定者又ハ被選定者ガ他家相績権ヲ行使セズシテ

其ノ他家二入ラザル問ハ、未ダ其ノ他家ノ家督相績入ニハ爲ラ

ナイカラ、家督相綾入二爲ツタコトヲ前提トスル総テノ規定へ

此ノ場合二其ノ適用ヲ生ジ得ナイコト固ヨ9疑問ノ蝕地ハナ

イ。例ヘバ相績人デナイ者ガ自ラ相綾人デアルト借稽シテ相績

財産ヲ占有シテ居ル場合デモ、未ダ他家相績灌ヲ行使シナイ被

指定者叉．ハ被選定者ハ、此ノ借欝相績入二封シテ、民法第九百

六十六條ノ家督相績同復請求権二依ツテ相績ノ同復ヲ求メ得ベ

キ限リデハナカラウ。同様二、戸籍法第百二十五條以下二規定

スル家督相績屈出ノ問題モ、民法第千十七條以下二規定スル相

綾ノ承認及ゼ拠棄二關スル選揮権行使ノ問題、殊二法定軍純承

認二關スル民法第千二十四條ノ適用モ生ジテ來ナイ爲メニ、民

法第千十七條第一項ノ選揮期問ヲ’解怠スルモr軍純承認ヲ爲シ

タモノト看傲」サルルコトノ・ナイ。又相績財産ヅ、未確定的ニ

モ、相綾入晶承縫サレタコトヲ前提トスル民法第千二十一條第



ワ6 他家相繍法概襯
一項ノ規定モ其ノ適用ヲ生ズルコトガナイカラ、未ダ他家相績

行爲ヲ爲サナイ被指定者叉ハ被選定者畠封シテハ、相績財産管

理ノ問題スラ生ジテ來ナイト云ハネバナラナイ。然ラ・へ家督

相績開始後他家相績行爲前二於テハ、戸主灌ハ何入二依ッテ行

使セラレ、叉相績財産ハ何入二依ツテ管理セラルベキデアラウ

ヵ。思7二、此ノ場合二於テハ、相績ノ開始アノレモ、何入モ被

相績入ノ権利義務ヲ、未確定的ニモ、承縫セザルガ故㍉戸主

権ハ主禮ナクシテー時存在シ、親族會二於テ民法第七百五十一

條ノ規定二依ッテ、主膿ナクシテ存在スル此ノ戸主椹ヲ行使ス

ペキモノト解ス。而シテ相績財産二至ツテハ、民法第千五十一

條以下ノ規定ガ其ノ適用ヲ生ジ、相綾財産管理人（民一〇五二

條）ヲシテ之ヲ管理セシムルト解ス（民一〇五三條一〇五四條）。

固ヨリ、他家相績行爲ノ結果、相績開始ノ時二遡ッテ家督相績

入ガ確定スノレモ、或ヒハ家督相績．尺タルベキ者二憂更ガ生ジテ

モ、親族會及ビ相績財産管理人ノ既二爲シタ戸主権行使及ゼ管

理行爲ハ、之ガ爲メニ其ノ効力ヲi攣ズベキ限リデハナカラウ

（民七五一條一〇五五條但書）。

被指定者叉ノ・被選定者ガ他家相績ヲ爲ス爲メ㍉以上述ベタ

所二從ツテ他家相綾行爲ヲ爲スト、他家相績ノ敷果ハ、相績法

一般ノ原則二從ツテ、相績開始ノ時二遡ツテ生ジ、被指定者又

ハ被選定者ハ相績開始ノ時ヨソ其ノ他家ノ戸主タリシコトト爲

ル。而モ自家ヲ去ルノハ、他家相綾行爲ノ時デアツテ、相績開
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時二家昌在ル自己ノ直系卑属ヲ相綾セントスル他家二携帯シテ

其ノ家ノ家族ト爲スコト（同時入籍）ヲ得ナイ（民七四三條II、

皿［滲照）。從ツテ．此等ノ直系卑属ハ他家相績行爲後二、親族入

籍ノ手績（民七三七條）二依ツテ其ノ他家二入り得ルニ過ギナイ

カラ、意思能力ノナイ直系卑属ノ・其ノ他家二入籍スルヲ得ナイ

コト　ナラウシ（鳶講塑轟膿辮塔奨甕）、聴思能力ガ

アツテ入籍シ得タ所デ、家督相績順位二於テハ、他家相績行爲

後二其ノ他家二於テ生レタ直系卑属二優先サレルコト晶モナリ

（民九七二條）、頗ル不都合ノ結果ガ生ズノン（相績法改正要綱第

十滲照）。鼓二於テカ、或ヒ～・「指定又ハ選定二依り他家ノ家督

相績人ト爲リタル者ハ第七百三十八條ノ精紳二則り意思能力ナ

キ自己ノ直系卑屡ヲ實家ヨリ引取入籍スルコトヲ得」トノ見解

モアラウシ（灘番蕪暴実麗嘉攣彗員r）、更雅ンデ・民法第七

百四十三條第二項第三項ノ規定ハ家族ガ分家ヲ爲ス場合ノミナ

ラズ、他家ヲ相績スル場合二毛亦準用セラルベシトノ見解モァ

リ得ルデアラウガ（羅異舞合柴窺籏嚢集醤皐餐毒罐）、固ヨリー般一是認

セラレか居ラナイ（杢義土三鑛’繍聾轡…讃募離鷲議

藻肇矯）．

　〔註〕。異訊。昭和三年一月二十六日法曹會決議一親族會ノ選定二因リテ戸

　主ト爲リタル者ガ其ノ家族タル未成年者二響シ民法第九百三條二依ル後見就

　職ノ日ハ相綾届出ノ日二非ズシテ相綾承認ノ日ナリ（法曹會雑誌第六巻三號

　一〇入頁）。

　斯クノ如クニ、被指定者又ハ被選定者ハ他家相績行爲ヲ爲ス
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コトニ依ツテ、始メテ他家ノ相績人ト爲ルモノデアルカラ、他

家相績行爲ヲ爲シタ被指定者叉ハ被選定者ハ、此ノ時ヨリ其ノ

固有財産二於ケルト同一ヅ注意ヲ以テ相綾財産ヲ管理スベク

（民一〇二一條1）、若シ其ノ全部又ハー部ヲ塵分スル昌於テハ、

軍純承認ヲ爲シタルト同一ヅ法律上ノ敷果ガ生ズルコトニナラ

ウ（民一〇二四條1號）。又其ノ者ハ他家相綾行爲ノ時ヨリ三ケ

月内二軍純承認又ハ限定承認ヲ爲スコトヲ要スル（民一〇一七

條）〔註〕。蓋シ他家相績灌ノ行使ハ、當然其ノ者ヲシテ其ノ他家

ノ戸主タル地位及ゼ其ノ地位二附随スル身分上ノ権利義務ヲ確

定的二承縫セシムルニ至ルガ故二、法定ノ推定家督相綾人、入

夫ガ戸主ト爲ル場合（民七三六條）ノ家督相績人（入夫）ト同ジ

ク、其ノ他家ノ相績二付キテハ拠棄ヲ爲スコトヲ得ナイガ、之

ガ爲メニ前戸主ノ財産上ノ権利義務マデ無限二承縫セシムルニ

至ルモノデハナイヵラデアル（民一〇二〇條）。但シ民法第七百

五十二條ノ輩純承認ヲ爲シテ他家相績権ヲ行使シタ者ハ固ヨリ

此ノ限ヲデハナヵラク。而シテ若シ此ノ選揮期問内二限定承認

ヲ爲サザルニ於テハ、軍純承認ヲ爲シタルト同一・ノ法律上ノ敷

果ヴ生ズルコトニナラウ／民一〇二四條2號）。

　〔註〕。通説ハ、自家相綾ノ場合タルト他家相綾ノ場合タルトチ匿別セズニ、選

　鐸期問ノ起算鮎チ、指定ノ場合ニハ相綾開始後指定ノアツタコトチ知ツタ蒔

　ト爲シ、選定ノ場合ニハ選定ノ通告ガアツタ時ト解シテ居ル様デアルガ、其

　ノ不合理ナノレコトハ前述シタ理論二依ツテ明カデアラウ。

同様二、被指定者又ハ被選定者ガ他家相績行爲ヲ爲シタルモ、
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選揮期問経過前二未ダ軍純承認又ハ限定承認ヲ爲サズニ死亡シ

タ場合ニハ、民法第千十八條ハ其ノ適用ヲ生ジ、其ノ者ノ相綾

入ハ、其ノ者ガ他家相績二付キ有シタリシ輩純認承叉ハ限定承

認ヲ爲ス権利ヲ後相績二基イテ新タニ取得シ（蓼薯蓼竜轍≧養；蓋

輻姦難蕎圭鰯、之珀己ノ爲メー行使シ得　至ノ・・固ヨ

リ其ノ者ガ爲シタ他家相績（前相績）二付キ拠棄ヲ爲シ得ル限リ

デハナヵラウ。而シテ、大正九年二月七日民第二百八十四號民

事局長同答ガ、指定者死亡後被指定者モ亦家督相績ノ屈出ヲ爲

サズニ死亡シタ場合ニハ、被指定者ハ戸主ト爲ラヌト解シタノ

ハ（響霞発豊饗）、相績ノ屈出ヲ以テ他家相績行爲デアルト解シタ

結果デアラウシ、叉大正七年六月十日民第千三百二十九號法務

局長同答ガ、輩身戸主死亡シ選定相績人ガ法定期問内二相績ノ

承認又ハ拗棄ヲ爲サズ昌死亡シタ場合ニハ、其ノ直系卑属ハ相

績ノ承認又ハ抱棄ヲ爲シ得ベキモノデナイト解シタノハ（奮嶽袋

吾養）、相績ノ承認行爲ヲ以テ他家相績行爲デアルト解シタ結果

デアツテ、軌レモ、前述シタ理論カラ推シテ、不合理ナ断定デ

アルト云ハネバナラナイ。

街ホ、現行法ハ他家相績人昌モ、指定叉ハ選定二因ル自家相

績入ト同ジク、遺留分トシテ被相績人ノ財産ノ三分ノーヴ與ヘ

テ居ル（民一一三〇條II）。蓋シ翫二前戸主二代ツテ家督相績人

ト爲ツタ以上ハ、其ノ者ガ家名ヲ維持シー家ノ祭祀ヲ縫績シテ

行クノニー定ノ資産ヲ要スル事情ハ、相績人ガ自家相績入デア
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ルト他家相綾人デアルトニ依ツテ、何等差異ガナィヵラデァラ

ゥ（奮民財取三八四條ト封照）。從ツテ遺留分二關スル民法第千

百三十條以下ノ規定ハ、他家相績ノ場合ニモ、均シク其ノ適用

アリト云フコトニナラウ◎

V．他家相績櫻ノ消滅

他家相綾権ハ被指定者又ハ被選定者ガ他家ノ家督ヲ相綾スル

爲メニ、他家タル被相績入ノ家二入ルコトヲ得ル灌利デアッタ。

從ツテ他家相綾権ハ、被指定者叉ハ被選定者ガ此ノ権利ヲ行使

シテ其ノ他家ノ家督ヲ相績スルニ至レバ、其ノ目的ヲ達成スル

ガ故二、之ト同時二當然潰滅スベキモノデアラウ。又同様二、

他家二在ル被指定者又ハ被選定者ガ、相績開始後若ク2・選定行

爲後二、婚姻、離婚、離縁、親族入籍等ノ事由二因ッテ被相績

人ノ家二入ノレニ至レバ、其ノ者ハ他家相績行爲ヲ爲スコトナク

シテ、當然二被相績人ノ家ノ家督ヲ相績スベキガ故二、此ノ場

合二於テモ他家相績権ノ清滅ヲ來スコトハ固ヨリ當然デアラ

ウ。本項二於テ特クニ「他家相績権ノ消滅」ト題シテ取扱ハント

スルモノハ、他家相績権ガ此等ノ目的達成ノ原因二因ラズシテ

溝滅スル場合デアル。

（一）、被指定者叉ハ被選定者ノ死亡叉ハ家督相績能力ノ喪失

被指定者叉ハ被選定者ノ死亡ガ其ノ者ノ有スル他家相績椹ヲ

浩滅セシムルニ至ルベキ・・明ヵデアル。蓋シ他家相績灌・・、其

ノ性質上、被指定者叉～・被選定者其ノ入二專属シ、其ノ者ノ相
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績入二於テ之ヲ承縫スルコトヲ得ナイカラデアル（民九八六條

一〇〇一條一〇九六條一〇九七條）。而シテ相績開始前二被指定

者ガ死亡シテモ（戸一三六條）、若クハ他家相績行爲後選揮期問

経過葡二被指定者又ハ被選定者ガ輩純承認叉ハ限定承認ヲ爲サ

ズニ死亡シテモ（民一〇一八條。但シ選鐸期問ヲ経過シテ傍ホ

選揮セザリシ場合二付テハ民法第千二十四條第二號参照）、敦レ

モ催家相綾権滑滅ノ問題ヲ生ジ得ナイ。蓋シ此等ノ場合ハ未ダ

他家相綾権ノ登生セザル場合デアルカ、若クハ目的ノ達成二依

ッテ既二他家相績灌ノ滑滅シタ場合デアルヵラデアノレ。

家督相綾開始後他家相績行爲前二、被指定者又ハ被選定者ガ

家督相績能力ヲ喪失スルニ至ツタ場合、例ヘバ被指定者叉ハ被

選定者ガ日本ノ國籍ヲ喪失シタトキ、若クハ民法第九百六十九

條ノ鉄格事由ガ生ジタトキニ、其ノ者ノ有スル他家相績権ノ漕

滅スベキハ之亦當然ノコげアラウ（欝憂贔）．

（二）、拠棄一法定拠棄

他家ノ家督相綾人二指定又ハ選定サレタ者ハ他家相績ヲ爲ス

コト帥チ他家相績権ヲ行使スルコトヲ法律．ヒ強要セラルル限リ

デハナイ。從ツテ他家相績入タルベキ者二於テ、自ラ進ンデ自

己ノ爲メニ登生シタ他家相績椹ヲ、拠棄シ得ベキハ勿論デアラ

ウ。然シ現行法ノ上二於テハ、將來登生．スルコトアルベキ他家

相績樺ヲ、相績開始前二豫メ拠棄スルコトハ、手績上不可能デア

ルト解サレテ居ツタノデ、民法改正要綱・・被指定者ヲシテ相績
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開始前二指定ヲ拒絶スルコトヲ得セシメルコトニ改メタ（相績

法改正要綱第十一・ノニ）。之ヲ要スルニ、他家相績権ノ拠棄ハ相

績シ得ベキ他家ノ家督ヲ相績シナイト云7行爲デアリ、相績ノ

拠棄ハ相績シタ他家ノ家督ヲ相綾セザリシコトニスル行爲デア

ル。サレバ、他家相綾権ノ批棄ハ、相績人ガ自己ノ爲メニ既二

登生シタ相績ノ敷果ヲ否認スルモノデハナイト云フ黙二於テ、

相績ノ拠棄ト嚴格二画別セラレネ・“ナラナイ。從ツテ例ヘバ他

家相績権ノ拠棄ハ、相績ノ拠棄ノ場合ト異ナリ（民四條一一二條八

八四條八八六條九二九條）、寧・地家相績灌ノ行使ノ揚合ト同

書ク、被指定者又ハ被選定者ヅ意思能力ナキニ於テハ、親灌者叉

ハ後見人ガ代ツテ他家相績椎ノ施棄ヲ爲シ得ルジ、意思能カア

ノレニ於テハ、本人二於テノミ他家相績権ノ拠棄ヲ爲シ得ベキモ

ノデアルト解スル。固ヨリ他家相績権行使ノ場合ト異ナリ、意思

能力アルニ於テハ戸主、親権者叉ハ後見人ノ同意ナクシテ、軍濁

デ有敷二他家相綾権ノ拠棄ヲ爲シ得ルコトニナラウ（民七四三

條1封照）。蓋シ他家相績灌ノ拠棄ハ之二因ツテ、既存ノ身分關

係二何等積極的二鍵動ヲ登生サセルモノデハナィヵラデアル。

他家相績権ノ拗棄二關メル方式、期問等二關シテモ、民法二何

等特別ノ規定ガナイ。從ツテ拠棄ノ意思ハ特別ノ方式二依ツテ

之ヲ表示スルコトヲ要セズ、又特定ノ相手方二封シテ之ヲ表示

スルコトヲモ要シナイ。何等カノ方法デ其ノ意思ガ外部二表示

サレルコトニ依ッテ直チニ敷力ヲ生ズルモノト解スノレ外ナヵラ
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ウ。固ヨリ其ノ表示ハ明示タルト黙示タルトヲ問ハナイ。叉他

家相績灌ノ行使叉．ハ拠棄ハ、何時迄二之ヲ爲サネバナラヌト云

フ別段ノ制限ガナイ所カラシテ（墾饗準豊曙響攣茜蓼壷）、他家ノ家

督相績人二指定又ハ選定サレタ者ガ他家相績権ヲ行使スルデモ

ナク、叉サヲトテ他家相績権ヲ拡棄スルデ壬ナイト云フ様ナ

場合二、之ヲ如何二取扱フベキカノ問題ガ生ジ得ル。此ノ鮎二

關シ、前章（1）ノr登記抹浩手績請求事件」二於テ、上告入ハ相

績關係ヲ速カニ確定セントシタ民法第千二十四條第二號ノ規定

ヲ類推シテ、選定決議ノ日ヨリ三ケ月内晶他家ノ戸主タル身分

ヲ脱却シナイ場合ニハ、其ノ者ヲ選定シタ親族會ノ決議ハ、當

然其ノ敷力ヲ失フモノト解スルガ妥當デアルト爲シタノ昌封シ

テ、大審院ハ被選定者ガ選定決議ヲ知リタル後涯滞ナク戸主ノ

地位ヲ脱却スル手績ヲ爲サナイコトガ、相績人タノレコトヲ欲シ

ナイ意思ヲ有メルモノト推測シ得ベキ場合デナケレバ、未ダ以

テ選定決議ハ實行不能ト爲ツテ其ノ敷力ヲ失ヒタルモノトハ云

ヒ得ナイト解シタ。

　思フニ、民法第千二十四條第二號ノ規定ハ相績開始後ノ法律

關係ヲシテ永ク不確定ノ状態二置カナイ爲メニ設ケラレタ規定

デアツテ、必ズシモ暗黙ノ輩純承認ノ意思ヲ推測シタ規定デハ

ナイト解サレテ居ル以上ハ（法定輩純承認）、大審院ノ様二現行

法ノ歓照二拘泥シテ、無理二暗黙ノ他家相績権拗棄ノ意思ヲ推

測メルト云フ立場ヨリハ、家督相績入ハ永ク之ヲ不確定昌シテ
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置ケナイト云7立場ヵラシテ、相當期問ノ脛過晶封シテ、其ノ

者ノ意思ノ如何二拘ハラズ、施棄ヲ爲シタルト同一ヅ法律上ノ

敷果ヲ生ぜシムル所謂法定拠棄ガ認メラレテモ差支ヘナイ様二

思ハレル。而シテ此ノ趣旨ハ、民法改正要綱ガr包括受遺者ガ

其遺贈アリタルコトヲ知リタル時ヨリー定ノ期問内二承認ヲ爲

サザノレトキハ拠棄ヲ爲シタルモノト看徴ス」ベキモノト爲シテ

（輕疹誓嚢綱譲）、承認及ゼ馳棄二關スル民法ノ原則（民一〇九二

條一〇一七條以下一〇二四條2號）ヲ縛倒セシムルコトニ依ツ

テ、既昌探用セラレ様トシテ居ルコトヲ看過シテハナラナイ。

固ヨソ、此ノ相當期聞ハ諸般ノ事情ヲ考慮シテ決定サルベキモ

ノデアツテ、必ズシモ上告論旨ノ如クニ三ケ月昌限定サレルモ

ノデハナヵラウ。殊二他家相績権行使後二於テモ、他家相績人

ハ、被相績人ノ財産上ノ権利義務ノ承縫二付テハ、相績財産ノ

状況如何ヲ熟考シタ上デ、尚ホ翠純承認叉ハ限定承認ノーヲ選

揮シ得ルモノデアルカラ◎

斯クシテ、他家相績権ノ拠棄ハ、當事者ノ行爲二因ル明示的

叉ハ黙示的拗棄ノ外二、當事者ノ行爲二因ラナイ所謂法定拗棄

ヲ認メ得ルコト昌ナル。

（絡）


